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　お見合い相手が、肘をついて食事を摂っている、口にものを入れたまましゃべる、貧乏ゆすりが止まらない、などの行動を行った場合の正しい対処方法を述べよ。

　回答、笑顔で何も見なかったことにする。

　沖田おきた紗英さえは先ほどから、何度も何度も脳内で呪文のように同じセリフを脳内で繰り返している。

　新調したネイビーブルーのワンピースも細いグレーのヒールも、いつもより柔らかなメイクも、真昼の都下が一望できる美しいレストランも、何ひとつ気分を上げてくれることはない。

　それは目の前に座る男が、前述したマナー違反をオールパーフェクトに遂行してくれたおかげである。

　どうやら目の前の不躾男こと内海うつみ守まもるにとって、このお見合いは望んだものではなかったらしい。

「いい加減にしなさい」

　声を上げたのは、立会人である紗英の会社の社長でも、ワイングラスを片手に肩を抱いてくる本日のお見合い相手でもなく、彼の父親である内海うつみ雅弘まさひろだった。

　美しいグレー髪をセットしブラックスーツに細身のシルエットのタイを締めた紳士は、手にしていた銀食器を置き立ち上がった。

　切れ長の美しい瞳が、厳しい視線を息子に向けている。こんな場所でなければ見惚れてしまうほどの緊張感と精錬さをまとったその立ち姿に、紗英は世の中にはこんなに素敵な年上の男性がいるのだと感心していた。

　立ち上がった内海は、守の手を掴み上げた。

　社長の同期ということは、内海は五十二歳ということになる。

　しかし、素早い動きも制止した腕もどれもが力強くて、男の人というものはこんなにも強い存在だったのかと紗英は初めて実感していた。

「いっ、てぇ！　何すんだよ！」

　声を上げたのは、守だった。金に近い色で脱色された髪、明るすぎるグレースーツに光沢のある桃色のネクタイ。一見、派手な青年実業家風の守からは、強すぎる人工的な花の香りが漂っている。

「子どもじみたことはやめなさい」

　明らかに怒気をはらんだ内海の声に、さすがの守も一瞬唇を引き結んだ。

「暴力は、やめろ……よ」

　声に、内海はそっと腕を離した。守は、まるで腕を折られたように大げさに痛がっている。

「飯倉いいくらがせっかく用意してくれた席だ。お前も、少しは大人になっていると思ったが。買い被っていたようだな」

　名指しされた立会人の飯倉いいくら利光としみつはワイングラスをテーブルに置き、じっとふたりを見つめている。

「父親ヅラかよ。取引先の社長だから、息子使っていい顔したかったのか？」

「飯倉は、大事な友人だ。お前にはわからないかもしれないが、大切な人の誘いなら応えたいと思うものだよ」

　それは、明らかな断絶だった。

　反発する息子は、まるで小学生のように幼く見える。

　同時に、諦めたような父親の態度はあまりにも冷酷に思えた。

　正直、こうなることは多少予測できた。大手雑貨メーカー『フェリエ』の親子の断絶は、マスコミが取り上げるほど有名な話で、ネットには様々な憶測記事が並んでいた。

　内海守と父の関係は最悪で、現在父の系列の広告関連会社で働く守には、女性の噂が絶えない。

　そんな相手とのお見合いを受けると決めたのは、完全にビジネス目的だ。

　立会人の社長同士が大学の同級生で、社長の第一秘書として上司の顔を立てるために受けたのだ。

　セクハラぎりぎりの会食など、今まで幾度もこえてきた。この程度の不快など笑顔で流すのは容易いはず。

　それなのに、紗英の胸は例外的に苛立ちでいっぱいになっている。

（この守という人は、お父様に恥をかかせることが目的だったのかな。でも、あまりにも子どもじみている）

　喧嘩は、相手がいなければできないものだ。

　父が生きていれば自分も、こんな風に反発したり甘えたりできたのかもしれない。

　それは、ほとんど羨む感情に近かった。

「だったらせいぜい友情ごっこでもなんでもやりゃあいいだろ！　オレを巻き込むな！」

　激しくなる口論に、ついに守が手にしていたグラスを振り上げる。

（いけない……！）

　それは、一瞬の判断だった。

　宙を舞う液体、立ち上がり倒れる椅子の音、かまえた内海の体の前に無意識に紗英は腕を伸ばしていた。

　これ以上見ていたくなかった、というのが本音なのだ。

　実の親子がいがみ合う姿に、どうしても耐えられなかった。

「あ……」

　守の口から珍しくしおらしい声が出たのと、紗英の体にワインの雨が降り注いだのはほとんど同時だった。

「沖田さん！」

　慌てたように叫んだのは、守の父だった。

　まだ濡れた前髪をかき上げ、後ろの内海を確認する。

　どうやら、彼にはかかっていないようで紗英は胸を撫で下ろした。

「オ、オレは、悪くねぇからな！　その女が、勝手に！」

　言い訳を始める守に、内海は再び鋭い視線を向けた。

　だが、実の親よりも先に声を上げたのは、紗英の方だった。

「守さんと内海社長の間に、どういった事情があるのかはわかりません。しかし、どんな相手であろうとワインをかけていい理由にはならない。違いますか？」

　今まで無抵抗だった秘書が突然自分を責め立て始め、守は言葉を失っている。

「人には話すための口がついていて、理解しあうために言葉がある。わたしはそう考えています。守さん、お父様に謝って下さい」

　はっきりとした声に、守は空になったグラスをテーブルの上に乱暴に置いた。

　がしゃりと耳障りな音をたて、守は無言で歩き始める。

「守！」

　内海を制したのは、飯倉だった。

「僕が行こう。きみは、沖田君を頼むよ」

　飯倉は大丈夫と言い残して、守のあとを追った。

　確かにこういう時は、第三者が間に入った方が問題解決することもある。

　飯倉はあの通り、温厚で情に厚い人だ。彼に任せておけばひとまずは安心だ。

　ほっと肩を落とした瞬間、流れ落ちてきたアルコールのせいで目が沁みた。

　思わずこすろうとした手首は、強い力に引き上げられた。

「失礼」

　手短に声をかけた内海は、ジャケットの内ポケットからモスグリーンのハンカチを取り出すと、目元を軽く押さえるようにして残りのワインを拭き取ってくれた。

「開けて、大丈夫ですよ」

　間近に聞こえた声を頼りに片目を開くと、想像以上に内海の顔が至近距離に迫っていた。

　美しい顔立ちの男性だと、改めて思う。心臓が、不自然なほど音をたてた気がした。

「申し訳ありません。私のせいで、こんな」

「内海社長は悪くありません。守さん、まだ反抗期の最中みたいですね」

　紗英の言葉に、内海はただ悲しげな顔で微笑みを浮かべた。

「着替えを用意させます。部屋を手配するのでそちらを使って下さい。きみ」

　内海はそう言うと、控えていた従業員に声をかけ何やら指示を始めた。

「いえ、大丈夫です。突っ込んで行ったのは私ですから。色もそんなに目立たないし、もう帰るだけですので。内海社長のお手を煩わせるわけには」

「若い人が遠慮なんてするものではありませんよ」

　やんわりと、しかし抵抗を許さないはっきりとした言葉に、紗英は静かに頷いた。

「承知しました。では、お言葉に甘えさせていただきます」

　やり手の社長から見れば、三十四の自分でもまだまだ若者扱いなのだろう。

　内海の案内で、紗英はホテルの客室へ向かった。
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　扉を開くと長い長い廊下の向こうに、細長く切り取ったような青空が見えた。

　ふかふかの灰の床を進むと急に視界が開けて、一面が窓に囲まれた広いリビングが広がる。

　真っ青な空がすべて自分の部屋になったような、贅沢な空間だ。

　正面の大きな花瓶には美しい薔薇や秋桜が生けられていて、奥の一段下がったフロアには円形のソファセットが並んでいる。

　中央に置かれた一枚ガラスのテーブルの上には、ウェルカムシャンパンまでもが用意されていた。

　社のパーティーの控室として使用する際、見学のためにこういったスイートルームに足を踏み入れたことはあるが、自分ひとりが使う用途にしてはいくらなんでも広大すぎる空間に目眩を覚えた。

　しかし、紗英の動揺を誘ったのは、素晴らしい部屋の景色だけではなかった。

　中央のソファの上に、山のように箱や紙袋が積み上がっている。

　内海が箱のひとつを開け、中身を見せてくる。紗英の口からは、ため息が零れた、

「すごい……」

　それは、真っ青なワンピースだった。

　美しいシルエットをした夜の海のような深い青に、シルバーのブレスレットとブルーのヒール、それに大きなダイヤのついたピアスと小さな袋に入れられたストッキング。それだけではない。髪をセットするための新品のヘアアイロンに、有名ブランドのロゴが入ったコスメのセットまでもがテーブルの上に次々に並べられていく。

「サイズは適当に見繕いました。お嫌でなければ、着て下さい」

　驚く紗英に、内海はまたあの困ったような笑顔を見せてくれた。

「下のティールームで待っています。バスルームも使って下さいね。では、ごゆっくり」

　紗英の言葉を待つことなく、内海は部屋を出て行ってしまった。

　残された紗英は、改めてテーブルの上を埋め尽くす品々に目をやる。

　服のサイズは、すべて紗英にぴったりだ。

　一流の雑貨ブランドの社長は、やはり相当な目利きらしい。

　あれだけの人にここまでのお膳立てをされてしまったら、何もせずに出るわけにはいかないだろう。

「腹をくくるしかないわね」

　髪をまとめていた細いピンを勢いよく引き抜く。

　広がる栗色の髪からは、べたついたワインの香りが漂った。

　こんなハプニングでもなければ使えないであろうスイートのバスルームに足を踏み入れると、こうなったらいっそ贅沢に楽しんでやろうという気持ちが沸き起こってくる。

　紗英は、バラの香りがするボディソープで高級ワインの香りを洗い流した。
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　テレビ局や大手広告代理店を有するオフィスビルが立ち並ぶ海沿いの一角に、紗英が勤める『マーサーケイク』の本社ビルはある。

　若者向けのルームウェアブランドとして、業界ナンバーワンの地位を確立する『マーサーケイク』は、現在国内外を含め二百十もの店舗を経営、四年後には念願だったイタリア店をオープンする予定だ。

　ファッションの本場で勝負をするというのは、社長のたっての夢だった。

　二十三階の社長室から見える一面の海の景色は、このビルを建てる時に社長がこだわった点のひとつだ。

　社長たるもの、広い世界を常に見据えて生きていなければならない。地平線の向こうへ沈む夕陽を眺める度に、初心に返る。飯倉は以前、経済誌のインタビューでそんな風に答えている。

　実のところは単なる釣り好きで、海を見ていないと落ち着かないというのが本音なのだと予想しているが。

　この美しい海と青い空を見ていると、いつもせわしなく過ぎていく気持ちが慰められる気がするのだから社長の目というものはやはり信用できる。

「本当にすまなかったねえ。跳ねっ返りだとは聞いていたけど、まさかあそこまでとは思わなかったよ」

　濃いブラウンのスーツに身を包んだ飯倉は、食前の粉薬を胃の中に流し込みぺこぺこと頭を下げている。

「ある程度覚悟はしていましたが、元気なご子息を持つとお父様は苦労されそうですね」

　実のところ、あのようになるのではないかという予感はあった。

　見合い話を持ちかけられた時、紗英は真っ先に内海の会社と守のパーソナルデータを収集分析していたのだ。

　飯倉という社長は、とても気のいい男だ。

　温厚な人柄は人々を惹きつけてやまず、社長としての器を持った人だと紗英は信頼を寄せている。

　しかし、人好きする分大雑把なところがあり、少々他人を信用しすぎるきらいがあることもまた事実だった。

　だから、会合や会議の前は紗英が必ず相手の会社の情報を調べ上げ資料にまとめ、飯倉に読んでもらうようにしている。

　そんな事前調査の癖が、この見合いにも適用されてしまったというわけだ。それはもはや、職業病ともいえる悲しい習性だった。

「本当に申し訳ないことをしたよ。すまなかった」

　落ち込んでいる様子で飯倉は、いつもにこにこ上がっている眉尻を下げてしまっている。

「お気になさらないで下さい。それに」

　少し考え込んだ紗英は、飯倉の目をじっと見つめ声を潜めた。

「社長が今回のお見合いを決行しようとしたのは、内海社長を元気づけるため……だったんですよね？」

　にこりと微笑む紗英に、飯倉はまいったなと呟いた。

　調査の中で、内海親子の確執が面白おかしくゴシップ記事にされているのを何度も目にした。あれだけ顔の整ったセレブ親子の存在は、世間の関心を集めるらしい。

　友人である飯倉が彼らの関係を憂いて、このお見合い劇を話し合いのきっかけにしようとでもしたのだろう。

　残念ながら、作戦は失敗に終わってしまったのだけれど。

　含みのある紗英の言葉に、飯倉もようやく安心したような顔を見せてくれた。

「もちろん、それがないと言ったら嘘になる。彼とは昔からの友人だ。守君とうまくいっていないのは知っていたし、これがいい機会になればと。でも、きみにいい人ができればいいのにと思ったのも本音なんだよ」

「お心遣い感謝します。内海社長と守さんが、仲直りできればいいですね」

「彼らにはまだ時間が必要だね。それに、内海はあの件でも……」

　飯倉は、珍しく口元を押さえると何か考え込むように眉根を寄せた。

　内海のことで気になることが、息子の件以外にもあるのだろうか。

「とにかく、内海社長からは丁寧に謝罪を受けましたし。わたしはもう気にしていません。だから、大丈夫です」

　元々断る予定だったお見合いだ。さっぱりとした態度の紗英に、飯倉は最後にもう一度だけ謝罪を口にした。

「そうだ、それでね。内海君から、改めて謝罪したいっていう申し出があるんだけどどうする？」

　その名前が出た瞬間、心臓が鈍い音をたてた。

「内海社長が、ですか？」

　驚く紗英の様子に、飯倉は慌てた様子で両手を前に出している。

「内海がね、どうしてもきちんと謝罪がしたいって。もちろん無理にとは言わないけど。社長だからね、きっとおいしいものごちそうしてくれると思うよ」

　飯倉の言葉に、紗英はあの日のことを思い出していた。
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　ガラスの円筒をゆっくりと下りるエレベーターから、フロントの前に置かれた大きな噴水が見えた。

　上から見ると、シャンデリアの陰から吹き出す水しぶきが美しく幻想的に輝いている。

　広いティールームの片隅の席に、足を組んでティーカップを引き寄せている男の姿を発見して、紗英はガラスに映る自分の前髪を指先で手早く直す。

　エレベーターから下りてくる紗英の姿を見つけた内海は、嬉しそうな顔で立ち上がった。

「やはり、あなたには青がとてもよくお似合いですね」

　内海が用意してくれた服は、どれもしっとりと吸い付くように肌になじんだ。

　高級な洋服というのは、着ているだけで人を癒やす効果があるのかもしれない。

　急場とはいえ、こんな素晴らしいものをすぐに手配してくれた内海には感謝しかなかった。

「すみません、お手数をおかけしてしまって。クリーニングして、必ずお返ししますから」

「それはもう、あなたのものだ。こんなおじさんの手に余らせておくより、あなたみたいな人に着てもらった方が服もきっと喜びます」

「お上手ですね」

　美しい社交辞令に微笑み席に着いた紗英に、店員が注文を取りに来てくれた。

　コーヒーを頼むと、改めて内海がしっかりと頭を下げた。

「今日は、本当に申し訳ありませんでした」

「頭を上げて下さい。先程も言いましたが、そんなことをされたらわたしが叱られます」

　その言葉に、内海は唇を引き結んだまま席に着いた。

　この人の困った表情は、なんだかとても色気があると紗英は思った。

「今回の見合い話は、やはり最初から断るべきでした。沖田さんには、本当に嫌な思いをさせてしまって。謝っても謝り切れません」

「お気になさらないで下さい。こう言ってはなんですが、うちの飯倉が強引にお誘いしたんじゃありませんか？」

　紗英の言葉に、内海は苦笑を浮かべた。

「最近、あまりよくないことが続いていて。息子との関係も相変わらずだと酒の席で零した私を、元気付けようとしてくれたんだと思います」

「そうだったんですか……」

　実の息子との関係があそこまでこじれているとなれば、気が休まる余裕はないのかもしれない。

　今日会ったばかりの紗英でさえ、ふたりの関係を目の当たりにして心配してしまったくらいだ。友人である飯倉が、気にかけている姿がありありと浮かんだ。

「飯倉とは、大学時代からのご友人だと聞きました。飯倉が息子さんとお会いしたのも、今日が初めてではないそうですね」

「ええ。ずいぶん昔……まだ、妻が生きていた頃に一度、我が家に招いたことがあったんです。守はもう、覚えてはいないようでしたが」

　当たり前のように話を続ける内海に、紗英はどう言葉を返せばいいのかわからなくなってしまった。

　内海の妻が十年ほど前に亡くなっていることは、事前の調査で把握していた。話題に出すつもりは、もちろんなかったのだけれど。

　困ったように口を噤む紗英に、内海は視線を落とした。

「十年ほど前、妻を亡くしまして。最初に発見したのが、当時高校生だった息子だったんです」

　それもまた、調査の中で知り得ていた情報だった。

　紗英はさも今それを知ったような顔で、驚いてみせる。

　そんな彼女の表情に、内海は落ち着いた様子で微笑みを向けた。

「高校を卒業して、息子はすぐに家を出ました。なんとか大学だけは卒業してくれましたが、そのあとはずいぶんとふらふらした生活をしていたようで。それで、今の会社に放り込んだんです」

「そうだったんですか……」

「沖田さんには、本当に申し訳ないと思っています」

　再び頭を下げそうな内海を慌てて制し、紗英はティーカップに指をかけた。

「飯倉は、わたしのことを必要以上に構う傾向があります。元々両親を早くに亡くしているので、お父さんの代わりみたいになっているところがあって」

　紗英の言葉に、内海はなんともいえない微笑みを浮かべている。

　優秀な秘書が仕事をしたのと同じように、彼もまた優れた社長であるということなのだろう。

「だから、今日は少し羨ましかったです。わたしにも、父がいたらあんな風に喧嘩もできたのかななんて」

「沖田さん……」

「すみません。出過ぎたことを、言いました」

　このように会話の中でプライベートを持ち出すなんて、今まではなかった。

　それでも、肩を落としている内海をなんとか励まそうと、思わず羨ましいなどと口走ってしまい、紗英の頬は熱くなった。

「私は口下手で、家族ともうまくコミュニケーションを取れずにここまできてしまいました。妻が亡くなった時も、もっと言葉を交わすべき時間があったのではないかと、何度悔やんだかわかりません」

　内海の声がひどく淋しげで、それなのに口元だけが微笑みを浮かべていることに紗英は胸がきゅっと締め付けられるような痛みを感じた。

　それが、辛い時に辛いと口にできない人間の癖だということを、紗英は理解している。

　自分もまた、そういうことができるタイプの人間ではないからだ。

「だから、あの時あなたが守を叱ってくれた言葉。私の胸にもぐさっと刺さりました。人には話すための口がついていて、理解しあうために言葉がある。もっと早くに、そのことに気付くべきだったと」

　それは、深い後悔の色だった。

　紗英もまた、そんな後悔を抱えて生きているうちのひとりだ。

　真面目なのは、いいことばかりではない。

　母が亡くなってから紗英はそのことを強く実感した。もっと早く色々なことに気付くことができていれば、何かが変わっていたかもしれないのにと。

「まだ、時間はありますよ。内海社長」

　紗英の言葉に、内海ははっと顔を上げた。

　きっと自分も先ほどの内海と同じように、困ったような顔になっているだろう。

　弱みを見せることは、ビジネスの場において必ずしも得策だとは限らない。

　それでも、彼の前では取り繕う必要などないのだと今は思えた。

「……やっぱり、今日の話は断れば良かった」

　衝撃的な言葉を口にした内海に視線を上げると、彼はその不穏な響きとは不似合いな優しい笑顔を浮かべていた。

「あなたのように素敵な方は、うちの息子にはもったいないです」

　その場しのぎの世辞であることは、もちろんわかっている。

　それなのに、こんな眼差しでそう言われると悪い気持ちにはならなかった。

「今回のお話は、私の方から断りを入れるので安心して下さい。今日は本当に、申し訳ありませんでした」

「内海社長。謝りすぎです。社長とはこれからも、お顔を合わせる機会もあると思うので。そんな風に謝られてばかりでは、今後の仕事に差し支えてしまいます」

　はっきり告げる紗英に、内海は目元に柔らかく皺を寄せている。

「本当に。あなたとは、もっと別の形でお会いしたかったです」

　服と部屋の礼を言いタクシー代をおつりはいりませんと運転手に直接握らせ、内海とは別れた。

　いずれ、ビジネスの場で再び会うことになるだろう。

　そんな風に思っていた機会が、紗英が考えるよりもうんと早く巡ってくることに、窓の外をぼんやりと眺める瞳は気づいてはいなかった。
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　個室の店内にはテーブルと椅子が置かれており、美しい銀食器がずらりとふたり分並べられていた。

　ぼんやりと光るテーブルキャンドルの前で、内海は黒のスーツに白いシャツを合わせ深い赤のタイを締めている。

　薄くストライプの入ったスーツは、おしゃれなお父様という雰囲気で彼によく似合っていた。

　椅子の背を引いてくれた内海に礼を告げ、紗英は腰を下ろした。

「お誘いありがとうございます。お迎えの車まであったので、驚いてしまいました」

　仕事を終えてエントランスを抜けると、従業員口の前に一台の車が停められていた。

　内海の使いであることを告げられ、紗英はあれよあれよという間にこの川沿いのレストランへ運ばれてしまったのだ。

　慌てて手を加えたブラウンメイクには、夜のために目元にラメを重ねた。

「少しでも、おじさん相手の食事会をリラックスして過ごしていただきたくて」

「おじさんだなんてとんでもありません。内海社長とふたりで食事なんて、うちの社員ならみんな羨ましがると思います」

　内海は傍らに置かれていたシャンパンの底を片手で支えると、黄金色の液体を注いでくれた。

「では、改めて」

「今日は、謝罪はなしでお願いしますね」

　せっかくの食事なのだ。どうせなら、楽しい気持ちのまま過ごしたい。

　本音を言うと、少しだけ浮かれていた。

　嬉しかったのだ。また、内海に会えたことが。

「わかりました。では、今日は友人の頼もしい仕事仲間との、楽しい食事会ということで」

「内海社長に楽しんでいただける場を作れるよう、努力します」

「あなたとこうして並んで座っているだけで、私はとても楽しいです」

　グラスが掲げられ、喉の奥に軽やかなアルコールが下りていく。

　木曜日の疲れが一気にほぐれていくような香りに、紗英はようやく息を吐いた。

「久しぶりです。外でお酒をいただくのは」

「外に飲みには、行かないのですか？」

「飲みに誘ってくれるような友人はいませんから。わたしは、社内では真面目すぎると恐れられている節があるので」

「こんなにお優しい方に、恐れ……ですか？」

　紗英は曖昧に笑うと、グラスをもう一度口に近づけた。

「第一秘書を務める女というのは、社長が想像されるよりもずっと過酷で様々な視線にさらされるものです。わたしはパーティーではしゃげるタイプではないので、付き合いも元々いい方ではなくて。社内ではわたしのこと、ロボットとか冷凍庫って呼ぶ人がほとんどです」

　幼い頃に父が亡くなって、母はひとりで紗英を育ててくれた。早く大人になりたくて、父の代わりになりたくて、母を喜ばせたくて、ただがむしゃらに仕事に打ち込んできた。

　その結果手に入れたのは、社長室付きの第一秘書という肩書きと孤独の人生だった。

　もっと別の生き方もできたのかもしれない。そんな風に思うことはある。

　絶対に外せない会食や飲み会に顔を出す度、自分の居場所はここではないと意識して虚しくなる。

　真面目がいいことばかりではないと、紗英は社会に出てから学んだ。

「沖田さんみたいに素敵な冷凍庫なら、我が家でも三台くらい置いておきたいですね」

　自分のことをしゃべりすぎたと慌てる紗英に、内海が真剣な音を零す。

　その表情は至極真面目で、紗英は無意識に微笑みを浮かべていた。

「残念ながら、つまらない冗談で場を冷やすことしかできませんよ？」

「安心して下さい。オヤジギャグなら負けませんよ？」

　今度はふたりの視線が交わって、同じタイミングで吐息が零れた。

　いつもなら気まずさを感じるような過ぎた自虐も、軽やかに包み込んでくれる内海の会話のテンポのおかげで明るく弾むようなジョークに変わる。

　相手が大事な取引先の社長であると忘れてしまいそうなほどおだやかな空気を、内海は作ってくれていた。

　やり手の社長は、人の扱いが上手だ。

　すっかり内海のペースにはまってしまったと自覚しながら始まった食事は、やはりとても楽しい時間を紗英にもたらした。
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　芸能人も隠れて通うという創作フレンチのディナーはどれも美しく、舌も目も満足させてくれた。

　ムースとジュレ層に分かれたケーキのように華やかなトマトのテリーヌ、温泉卵の乗った胡麻風味のサーモンタルタル、鯛をシャンパンで蒸したもの、燻製にした鴨の胸肉。

　噛めばジューシー、鼻から抜けていく香りは爽やかで、繊細で味わい深く丁寧に彩られた料理の数々に、紗英はすっかり虜になってしまった。

「美味しかったですね」

　いつの間にか会計を終えた内海に並んで、紗英はゆっくりと川沿いの道を歩いていく。

　秋の風は、アルコールであたためられた頬をひんやりと宥めてくれた。

「はい、とても。ごちそうさまでした」

「あなたと共にする食事は、いつもの何倍もおいしく感じました。付き合って下さってありがとうございます」

　優しい言葉に、紗英もまた同じ気持ちであることを告げるべきかどうか迷った。

　相手はあくまで取引先の社長で、お見合い相手の父、つまり義父になるかもしれなかった人だ。

　こんな気持ちになってしまっていることに、正直紗英自身戸惑いを感じている。

　彼の発する音、言葉や知識の端々に混ざる余裕と気遣いが、ともすれば人生で一番楽しいと思える食事の時間を与えてくれていた気がする。

　この気持ちは一体、なんと表現するのが適切なのだろう。自分で自分の心に戸惑うのは、初めての経験だった。

「わたし、も」

　想像以上に体が強張り、声が震えた。

　素直に気持ちを口にするのは、なんて勇気のいることなのだろう。

　それでも、今この瞬間、目の前の人に感謝を伝える方法を、紗英は言葉以外に知らなかった。

「わたしも、楽しかったです。こんなに楽しい食事は、生まれて初めてでした」

　重すぎたかと後悔しかけた言葉に、内海は柔らかな微笑みを返してくれた。

「それは良かった。おじさんのつまらない話をたくさん聞かせてしまったので、心配していました」

「つまらないなんてそんな……内海社長のお話なら、いつまでも聞いていたいです」

「嬉しいことを言ってくれますね。息子には、いつも辟易されているんですよ」

　冗談めかす内海に、今その言葉をどんな気持ちで口にしているのか考えると、またあの小さな胸の痛みが戻ってくる。

「……守さんは、多分甘えてるんだと思います。好きの反対は無関心って言うじゃないですか」

　アルコールが回ったせいだろうか。また少し、出過ぎたことを言ってしまった。

「すみません、勝手な妄想です。願望に近いかもしれません」

「願望？」

「内海社長みたいな方がお父様だったら、わたしなら甘えてしまうだろうなと思って」

　繕った言葉に、内海はふっと真剣な視線を紗英に向けた。

　飲み慣れない酒で酔ってしまったのだろうか。失礼なことを言ってしまったと反省している紗英の前に、内海が静かに立っている。

　その目が一瞬鋭い光を放ったような気がして、紗英は身動きが取れなくなった。

「私は、そんなにいい父親ではありませんよ」

　ふいに、内海の右腕が紗英の腰を引き寄せた。

　見下ろす瞳の中に、自分の顔が映り込んでいる。

　彼の名前を呼ぶよりも先に、柔らかな唇が紗英の吐息を奪っていた。
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「ん……ッ……!?」

　驚きと共にくぐもった音が、唇の端からこぼれ落ちた。

　内海の腕が、腰元をしっかりとホールドしている。

（キス、されてる……？）

　それはあまりにも自然で、突然の口づけだった。

　柔らかなムスクの香りが近すぎて、目の前がくらくらする。

　ひとつのテーブルを囲んであんなに優しく相槌を打っていた社長が、今同じ腕で自分の体を強く抱き寄せている。

「ふ……ぅ、……ッ」

　ただ唇の表面を合わせているだけなのに、心臓がうるさいくらいに悲鳴を上げている。

「沖田さん、鼻で息をして下さい」

　唇が離れ、囁くように声をかけられた。

　言われるがままに鼻から息を吸うと、再び唇が重ねられていく。

「は、ぅ……」

　下唇を柔らかく食まれ、痺れるような感覚が足下から這い上がってくる。

　痛いわけでは決してない、柔らかな遊ぶような感覚に立っていられないほど肌が震えた。

　本来なら、セクハラだと平手のひとつでも打つべきシチュエーションのはずだ。

　それなのに、その腕の中があまりに心地良くて紗英はゆっくりと目を閉じてしまう。

「ん、ん……」

　触れていただけの唇から、そっと舌が差し込まれる。

　シャンパンの気配が再び濃くなって、吐息でさえ酔ってしまいそうに甘い。

　触れる他人の舌先は、熱くて不思議な感覚だ。

　キスというものは、こんなにも自分の体を麻痺させる行為だったのかと紗英は引きずり込まれるようなうねりに飲み込まれた。

「ん、……うつ、み……社、ちょ……んぅ……」

　少し離れた唇から名前を呼ぶだけで、強い口づけが返される。

　強引に引き寄せられる度、体の奥に熱が生まれた。

　永遠にしたいと思うほど、そのキスは甘くとろけるような時間を紗英の体に運んでくる。

「は、……ぁ……」

　崩れ落ちそうな体を支えられ、長い長いキスが終わった。

　それは、もしかするとほんの十数秒ほどの出来事だったのかもしれない。

　それでも、紗英にとってはまるで人生を変える、そんな時間だった。

「内海、社長……」

　見上げた瞳の中に、自分の姿が映っている。

　夜の中で、内海はもう一度だけ紗英の体を強く抱きしめると、額に唇をつけ腕を離した。

「……行きましょう」

　右手を引かれ、紗英は再び川沿いを歩き始める。

　ふたつの足音と、ごうごうと跳ねる水音だけが耳の中でやけに大きく響いた。

　大人の男というものは、理由なく恋人ではない相手と口づけを交わすのだろうか。

　だとすれば、とても狡い生き物だと紗英は思った。
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　月曜の朝は、いつだって慌ただしく過ぎていく。

　いつもより早く社長が出社しているのは、全体朝会のためだ。

　本社ビル内に置かれた四百人を収容できる大ホールは、会議や講演会などに使われることが多い。

　出席は任意だが毎週月曜に行われる朝会には、ほぼすべての社員が出席している。

　社長は、マイクを通して今日も愛犬にされたいたずらなどを楽しそうに話し、教訓めいた言葉を五分のスピーチにまとめた。

『今週から、またいくつか新規のプロジェクトが動き出す。みんなには健康で頑張ってもらいたい。今週もよろしくお願いします』

　社長の言葉は、いつも同じセリフで締められる。

「お疲れ様でした」

　壇上を下りた飯倉に声をかけると、うふふとわざとらしい笑みが返ってきた。

「うふふふふ。ありがとう、沖田君」

　やけに上機嫌な飯倉に、紗英は視線を合わせた。

「どうだった？　内海との食事は」

　やはり聞かれたかと、想定された質問に紗英は努めていつも通りを装った。

「とても楽しい食事でした。丁寧に何度も謝罪をいただき、恐縮です」

「なあんだ、それだけか」

　つまらなそうに唇を尖らせる飯倉に、紗英は顔が赤くなっていないかということばかり心配していた。

「内海が女の人とふたりで食事をするなんて、五億年ぶりだからねえ。沖田君のこと、よっぽど気に入ったのかなと思って」

　飯倉の言葉に、またひとつ脈が速くなるのを感じた。

「社長、お戻りになりますか？　それとも、休憩していかれますか？」

　休憩という二文字の言葉に、飯倉の目がきらきらと輝いた。

「いいの？　沖田君」

「十一時にはお戻り下さい」

　紗英が左手にはめた腕時計に目を落とすと、飯倉は軽い足取りで社員食堂の方へ向かっていく。

　カフェテリアになっているフロアには、人の姿はほとんどない。

　社食で食べられるココアフロートは、飯倉の朝会後の楽しみだった。

　健康診断の結果も鑑みて二ヶ月に一度までと制約しているが、ここのところ会議が続いており今日も夕方まで人と会うスケジュールで埋まっている。

　二ヶ月に一回のお楽しみが起爆剤になるなら、今がその使い所であると判断した。

　社長のやる気と予定を調整し、来年再来年へと会社を繋ぐ手伝いをするのが紗英の仕事だ。

　それにしても、突然の社長の指摘に動揺しすぎてしまったと反省する。今の強引な話の転換は、わざとらしすぎた。

　社長に言われた、内海との食事を思い出す。

　あれがただのビジネスだったとは、もはや言い切れない。それは、他でもない紗英が一番よくわかっている。

（何もなかった……わけじゃ、ない）

　問題はたったひとつ、あの口づけだ。

　自分のデスクに戻りパソコンを立ち上げた時も、社長にかかってきた電話の対応をしている時も、心の片隅にあの夜のことがちらついているのがわかる。

　どうしてこんなにも、落ち着かない気持ちになってしまうのか。どうして、内海のことばかり考えてしまうのか、紗英は胸の中にある感情に名前をつけることができずにいた。

「ありがとうございます。飯倉も楽しみだと今からそわそわしているんですよ。はい、よろしくお願い申し上げます。失礼致します」

　受話器の向こうで相手が電話を置くのを待って、紗英はパソコンのスケジュール表に予定を入力すると担当部署のチャットにも決定事項を流していく。

　黒のマーメイドスカートに白いシャツを重ね眼鏡をかけた紗英は、今日も手早く必要な資料を揃え連絡を整理していく。

　手元の電話機が次の呼び出し音を上げ、三秒以内に受話器を取った。

『内海さんと名乗る方から、お電話が入っております。お繋ぎしますか？』

　それは、総合秘書室からの外線連絡だった。

　社長室の直通番号を知っている人間は、限られている。

　通常役員への連絡は秘書室の総合番号に通され、必要な場合各役員の第一秘書へと送られるシステムだ。

　内海という名前に、紗英は仕事の最中だというのに動揺するのがわかった。

「え、ええ。お願いするわ」

　紗英の返事に、短い保留音が響いた。

　内海ならば飯倉の番号も知っているだろう。わざわざ秘書室を通したということは、仕事の話なのだろうか。

（声が、聞ける……）

　個人の電話番号は、あの夜交換した。いくらでもこちらからアクセスできる直通ラインを持ちながら、紗英はそれを使う理由を見つけられずにいた。

　高鳴る胸の鼓動を抑え、紗英は受話器の向こうの保留音が途切れるのを待った。

『もしもし？』

　聞こえてきた声に、紗英の期待は萎んでいく。

　それは、内海守の声だった。

「内海守さん、ですか？」

　怪訝な声で話しかける紗英に、受話器の向こうの守は相変わらずへらへらとした声をかけてくる。

『すげぇ、さすが社長秘書ちゃん。一回でオレの声だってわかったんだ？　それとも、オレからの電話、待ってたとか？　なんて』

　ひとりで言葉を虚空に投げ続ける守は、ある種の天才だと思う。人を不愉快にさせる天才というものが、この世にいることを紗英は守から教えられた。

「ご用件は」

　冷たく言い放つ紗英に、電話の向こうの守はひと呼吸置いた。

『あんたに、謝りたくて』

　静かな声に、守のトーンが変わったように思えた。

「その件は、もう十分内海社長より謝罪をいただきました。お話自体もお断りされたと飯倉から伺っています。なので、これ以上のお気遣いは結構です」

　柔らかな声できっぱりと告げる紗英に、受話器から不自然なほどの間が伝わってきた。

『それは、内海社長から……だろ。オレからも、改めてちゃんと謝りたいんだ。紗英ちゃん……沖田さんには、うちの親子喧嘩に巻き込んだようなもんだからさ』

　珍しく殊勝な言葉に、反省の色が垣間見える。

　あの時、ああいう態度を取ったのはあくまで父親への当てつけということだろうか。

　あまりにも子どもじみた対応ではあったが、迷惑をかけた他人に謝罪をしようという気持ちは一応伝わってくる。

「ありがとうございます。そのお気持ちだけで十分です」

『えっ』

「今の言葉を、お父様にも是非伝えてあげて下さい」

『ま、待ってよ！』

「では、失礼致します」

　紗英は笑顔を崩さないまま、受話器を置いた。

　反省している気持ちがあるのなら、それはお父様に直接向けるべきである。

　余計なお世話なのはわかっているが、紗英は心のどこかであの親子がうまくいくことを願っていた。

　強引だけれど優しい口づけの記憶が、紗英の心を静かに撫でている。

　あの夜、内海はただ黙って紗英を家まで送り届けてくれた。

　以降、連絡はない。

　一体何を期待していたのだろう。英雄色を好むという言葉が、頭の中をよぎっていく。今までも多くの経営者がそうであったように、内海という人間もまたそうであったのだろう。

　パーティー、会食、打ち合わせ、会議。様々な場で、多かれ少なかれ異性に対してだらしのない権力者を相手にして来た。

　考えたくはないが、あの程度の口づけなんて彼にとってはただの挨拶。気まぐれだったのだ。

　夢みたいな夜から覚めてみれば、ただそこには現実があるだけ。

　今の守の電話で、それが決定的になったような気がした。

　紗英は、内海からすれば結局『友人の秘書』で『息子のお見合い相手』でしかないのだ。

（プライベートで会うことは、もうない……か）

　マスコミが注目するほど、素敵な社長様なのだ。

　自分の人生には一生ないであろうとさえ感じていた甘い夢を、ほんのひと時の間みせてくれた。

　幻のような夜だったと、紗英は内海とのキスを自分の中で処理することにした。

　紗英にとって内海は遠い人であり、あの口づけに意味などないのだとそう思わなければ期待してしまいそうになるほど、それはあまりに心地良く甘い記憶だった。

「はい、沖田です。お世話になっております」

　貿易関連の子会社から電話を受け取り明日のスケジュールを確認する頃には、紗英の中であの夜の記憶は遠くに見える霧のようにぼやけて霞んでいた。
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「なんで、あなたがいるんですか……」

　定時に社員用の通用口から出た紗英は、表情を曇らせている。

　警備室のすぐ横に立っていたのは、黒のジャケットに金の時計を合わせた内海守だった。

　ポケットに突っ込んでいた手を出すと、当たり前のように肩を抱こうとしてくる守に、紗英は体をかたくする。

「言ったっしょ？　ちゃんと謝りたいって」

　それはきちんと断ったはずだが、どうやら都合の悪いことは聞こえない体質のようだ。

「内海さん、困ります。わたしは……えっ!?」

　眉間に皺を寄せる紗英の手を掴むと、守はすぐにタクシーを停めた。

「待って下さい！　内海さん！」

「それ、あの人と区別つかなくなるからやめて。守でいいよ」

　後部座席で微笑みかける守に、悪気はなさそうだ。

「守さん……きちんとお断りしたはずです。一体どういうおつもりなんですか？」

　毅然とした態度で顔を上げた紗英に、守は目を伏せている。

「本当に、ごめん。実は、あの人の……親父の相談に乗って欲しいんだ」

「お父様の？」

　走り出してしまった車の中に、重い空気が横たわっている。

　やけに真剣な横顔の守に、紗英は姿勢を正した。

「昔から、ああなんだ。親父と、どう話をしていいのかわからなくて。それでその、沖田さんに相談に乗ってもらいたくて』

　家族のことなど、自分にわかるわけがない。

　それでも、もしこれがきっかけになって内海親子の関係がうまくいくとしたら。

「……そういうことでしたら」

「やった！　おじさん、じゃあ駅前通りにつけて。近くてごめんね。よろしく」

　明るい声を出しながら、守はもうすっかりご機嫌な様子だ。

　スマホをぽちぽち操作する横顔に、陰りはすっかり消えている。

（これは、もしかしてわたし……選択肢を間違えた？）

　紗英の嫌な予感を乗せたまま、タクシーは短い距離を走った。

　それは、予想通り最悪な夜の幕開けだった。
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　天井の低い大衆居酒屋には、騒がしさと倦怠感が広がっている。

　テーブルの上に並んだ味の濃い煮込みも、辛いきゅうりも、薄いウイスキーのソーダ割りも、やたらぶつかってくるカウンターの隣の席の男性客も、何もかもが紗英の機嫌をどん底に陥れていく。

（なんで、こんなことに……）

「それでさあ、新人が本当使えなくて。手癖でやるな勉強しろなんて、柄にもなく怒っちゃったりしてさあ」

　焼酎のお湯割りを傾けながら守は、会社や社員のことを上機嫌で話している。

　手元の酒は、ウォッカを割ったカクテルで、彼はこれで三杯目だ。

「すみません、お化粧室に行ってきます」

　話を区切り、紗英は逃げるようにハンカチとリップポーチを手にして化粧室に駆け込んだ。

　扉一枚を隔てて少しだけ下がったボリュームに、鏡の前でようやく肩から力が抜けていく。

　腕時計に目をやると、九時を回った頃だった。

（一時間くらい、かな……。お父さんの話をするつもりはないみたいだし。この辺りで切り上げよう）

　相談どころか、守の口からは父の名前すら出ていない。

　ていのいい誘い文句にまんまと乗ってしまったと反省しながら、紗英はため息を吐いた。

　ここに内海が居てくれたら、と思わずにはいられない。

　守と共に話していても、結局考えてしまうのは内海のことばかりだ。

　彼の気遣い、彼の会話のテンポ、あの夜の優しい空気は、こんな風に不愉快を誘ったりはしなかった。

　それが自分にだけ向けられる特別なものだとは、思っていない。

　成功している人というのは、人と接することが上手だ。

　あの口づけには、なんの意味もない。ただの気まぐれだったと、そう理解しているのに何度も思い出してしまう。

　鏡に映る自分の唇に指を当て、紗英は剥げたリップを塗り直した。

　あと十数分以内にこの店を出る。そのために必要な勇気を、パーティー用の派手な赤い口紅が分けてくれるような気がした。
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　何かがおかしい。そう気づいたのは、先に会計を済ませていた守に礼を言って店を出た直後だった。

　硬い地面がぐにゃりと歪んだ気がして、バランスが大きく崩れた。

　視界の上下が反転して、冷たい地面に両手をつくと背中から声が投げかけられる。

「大丈夫？　沖田さん？　酔っ払っちゃったかな？」

　そんなはずはなかった。紗英が店で飲んだのは、ごくごく薄いハイボール一杯だ。

　いくら強くはないとはいえ、あれだけの量で酔うなんておかしい。

（まさ、か……）

　見上げた守の口元が、不自然に歪んでいるように見えた。

　やられた。そう直感した。

　何が原因か、自分の体に何が起こっているのかまるで理解できないが、この不可解な現象は守の手によって引き起こされたものなのだという予感が、彼のやけに落ち着き払った表情に結びついていく。

（とに、かく……離れないと……）

　異常な発汗と乱れる呼吸を整えながら、紗英は守の腕を振り払った。

「だい、じょうぶ……です。すみません。少し、飲みすぎたようです」

　気丈に振る舞おうとなんとか立ち上がってみたが、視界がぐらぐら揺れて気分が悪い。

　頬を撫でる風さえも刺激になって、脳が笑っている。

「休んだ方がいいよ。タクシー、乗ろうか」

　そう言って肩を組む守の体を、紗英は勢いよく突き飛ばした。

「いっ、て……何？　沖田さん大丈夫？　酔っ払いすぎだよ」

　歓楽街の裏通りには、大勢の人が行き交っている。

　皆がもめている男女に遠慮なく視線をぶつけている中で、守はあくまで酔っ払いを介抱しているという顔を崩さない。

　はっきりとわかる。彼のペースにこれ以上巻き込まれたら、自分は今日という夜を無事に越えることはできないだろうと。

（逃げ、ない……と……）

　紗英はバッグからスマホを取り出すと、社長がいつも使っているタクシー会社のアプリを立ち上げようとした。

　しかし、視界がぶれてカラフルなスマホのアイコンが渦になって混ざっていく。

　妙に体が熱い。何を使えばこんな症状を引き起こすことができるのか、考えるだけで恐ろしかった。

　紗英は鞄を肩にかけ、よろよろと歩き始めた。

「待ってよぉ、沖田さん？」

　すぐに立ち上がった守が、腰に腕を回してくる。

「触らないで！」

　紗英は、バッグを大きく振り上げると、その底で守の頬を横殴りにした。

　鈍い音と共に、守は尻もちをついている。

　中身の散らばったバッグを置き去りにして、紗英は走り出した。

　とにかく逃げなければ。恐怖だけが、弱った紗英の足を奮い立たせていた。
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　どこをどう走ったのか、わからない。

　人混みを押しのけるようにして、紗英は歓楽街を進んだ。

　明るいＬＥＤに彩られた町の光が脳の奥をしゅわしゅわとくすぐって、紗英はすぐに自分が走れなくなると想像できた。

　転がるように路地裏に潜り込み、空のゴミバケツの横になんとか身を隠す。

　そこは、雑居ビルの間の狭い路地裏だった。

　バタバタと走り抜けていく足音が、守のものなのかどうかさえ紗英にはもう判別がつかなかった。

「どう、しよう……逃げな、きゃ……」

　冷えた指先で握りしめていた唯一の持ち物を、紗英は必死に操作しようとした。

　しかし、明るすぎる画面のライトを見ているだけで、不安がこみ上げてくる。

　耳元で自分の声が聞こえる気がした。今会いたいのは誰なの。助けてくれるのはあの人しかいないわと、囁くような声が幾重にも重なっていく。

「助けて、お願い……誰か……誰か、誰……」

　紗英はスマホを口元に近づけると、深く息を吸い込んだ。

「ハイ、音声入力を開始して。内海雅弘に電話をかけて……」

　それは、紗英に残された最後の理性だった。

　音声入力ナビゲーターのアイコンが点灯し、画面が切り替わる。

　やがて、受話器から今一番聞きたかった声が聞こえてきた。

『もしもし、沖田さんですか？』

「内海、社長……」

　柔らかな声に、肩の力が抜けて泣き出しそうになった。

　両手で大事なものを扱うように、紗英はスマホを包み込むと体を丸めた。

　ストッキングはぼろぼろに破れて、ヒールも片方ない。

　そんなひどい有様なのに、この声がここにあるだけで救われたような気持ちになってしまった。

『どうしたんですか？　何かあったんですか？』

「あり、ました。内海社長と、キス……しました……」

　本当は、聞きたかった。

　どうしてキスなんてしたのか。誰にでもあんなことをする人なのか。

　今は先に言わなければならないことが、あったような気もする。

　それももう、思い出せないけれど。

『沖田さん、今どこですか？』

「どこ……多分、……古宿駅の西口かな……わかんないで……す」

『……ＧＰＳの共有はできますか？』

「でき、ます……」

　紗英は顔からスマホを離すと、通話アプリのアイコンをタップする。

　内海の声に誘導されると、先ほどまでできなかったスマホの操作が簡単にできた。

　メッセージアプリの機能のひとつに、お互いの居場所を地図共有するボタンがついていることは覚えていた。

　待ち合わせなどで、位置を共有するための機能なのだろう。

　パシャリと手元で音が響き、マップのスクリーンショットがメッセージ送信されたのを確認して、紗英は通話に戻った。

「送りました……」

『ありがとう、よくできましたね。もう少しだけその場所に居られますか？　決して動かず、誰にも見つからないように隠れていられますか？』

「わかりません。怖い、です。ふわふわして、変な感じで……」

　見えない何かに支配されているような感覚に不安がこみ上がってきて、紗英はぽろぽろと涙を零した。

『すぐに行きますね。電話はこのまま繋いでおきましょう。沖田さんのお話をして下さい』

「わたしの……？」

『ええ。沖田さんのお話が、とても聞きたいです』

「わたし……おもしろいこと、何も……言えません……友達も、いないし……家族もないし……人を楽しませる話なんてできないです……」

　聞き役に徹するのも、無駄に政治や経済の話題を取り入れるのも、自分にはジョークや同世代の好奇心を刺激するような話ができないからだ。

　それが話しやすいと言われることもあれば、何を考えているかわからないと揶揄されることもある。

　社会で生きていくためだけに身に付けた能力は、こんな場面ではちっとも役に立ってくれない。

　内海を不愉快にさせたくない。そう思う気持ちが、ただただ口から溢れていく。

　自分が情けなくて、紗英は泣きじゃくることしかできなくなっていた。

『沖田さんと話していると、私はいつでも楽しい気分になります。沖田さんが、いつも気遣って下さっているのがわかって、とてもあたたかい気持ちになれるんです』

「内海、社長……」

　優しい声に、涙がぼろぼろと頬を伝う。

　手の中で熱くなるスマートフォンだけが、今の自分にとっては唯一の命綱のように思えた。

『どうしてキスをしたのか、と聞きましたね。すみません。きちんと断りを入れるべきでした。あなたを困らせたかったわけじゃないんです。どうしても、あなたの唇に触れたくなってしまった』

「キスしたい、気分だったんですか……？」

『あなたに触れたいと、そう思ってしまったんです』

「え……」

　耳に響いていた声が、突然目の前から聞こえた。

　暗がりの中でふわりと肩にあたたかなものが触れる。

　それは、大好きな香りのするジャケットだった。

「待たせてすみません。行きましょうか」

　しゃがみ込むようにして正面から視線を合わせてくれたのは、紛れもなく内海雅弘だった。

　白いシャツにスーツの紺ボトムを合わせた内海は、ネクタイもしておらず髪も下ろしている。

　恐らく、慌てて出て来てくれたのだろう。

　仕事とプライベートの境のような内海の姿に、紗英はようやく安堵できた。

「内海、社長……すみま、せん……ごめんなさい……」

　ぼろぼろと泣き崩れる紗英の頭をそっと撫でながら、内海は優しく微笑みかけている。

「いいんですよ。真っ先に、私を頼って下さって嬉しかったです。立てますか？」

「は、い……あれ……？」

　立ち上がろうと膝に力を入れたが、体は丸くなったままちっとも動かせない。

　スマホを握った指は固まっているようで、手首が細かく震えていた。

「ごめん、なさ……い。なんだか、力が……」

　自分の体が思うように動かせないことが、苦痛だった。

　内海がわざわざ迎えに来てくれたのだ。今すぐ立ち上がって、こんな薄暗い路地裏から逃げ出したい。

　そう思うのに、体に力が入らない。

　怖い。自分が自分じゃなくなるような感覚に、足が竦んだ。

「……わかりました。では、失礼しますね」

「え、あ……っ」

　ぐいと強い力で抱き寄せられ、体がふわりと浮き上がった。

　心地良い香りが近くなって、ふわふわと夢の中にいるような感覚にうっとりと目を閉じる。

「病院へ行きましょう」

「や……っ！」

　病院へ行くことになれば、こうなった事情を説明しなくてはならない。

　万が一、守が何かを仕掛けたのだとすれば、その証拠も出てしまう。

　今夜のことが明るみに出れば、ゆくゆくは内海にも迷惑をかけることになるかもしれない。

「病院は、だめ……少し、休めば、よくなりま……す……」

　ぼやけた輪郭の中でも、たったひとつ守りたいと思うものがあった。

　どんなに理性が歪んでも、思考が震えても、曲げられない信念が紗英の中には存在していた。

「病院だけは、いや……です」

「……わかりました」

　内海の言葉に、全身から力が抜けていく。

　あたたかなジャケットに包まれながら落ちていく意識は、あまりにも甘い安らぎを運んでくれた。
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　どうやってそこまでやってきたのか、記憶にない。

　ただ、優しい腕がベッドの上に紗英の体を横たえ、そっと水のボトルを差し出してくれた。

　冷たい液体が喉を滑り降りる感覚に、ようやく意識が少しだけ自分のものになったような気がした。

　周囲を見回すとぼんやりと柔らかな照明に包まれた室内が見えて、そこが小綺麗なホテルの一室であることが認識できた。

「また、ホテルですか……すみません、ご迷惑、を……」

　ひどく悲しい気持ちになって頭を下げると傾いたボトルから水が溢れ、スカートの上をぐっしょりと濡らした。

「ごめん、なさ……」

「沖田さん、沖田さん。私が、わかりますか？」

　ベッドサイドに腰を下ろした内海は、とくとくと水を零しているボトルを取り上げるとそれを床の上に置き、紗英の右手を両手でそっと包み込んだ。

　あたたかなぬくもりに、ようやく息が吐けるような気がした。

「はい。内海社長……です」

「今、どんな感じですか？　気分は悪くありませんか？」

「へいき、です……でもなんか、ふわふわして……変な感じがします」

　紗英の返答に、内海が手の甲を撫でてくれる。

　その感触がくすぐったくて、紗英は唇を噛み締めた。

「沖田さん恐らくですが、あなたは今、何かしらの薬を投与された可能性があります。心当たりはありますか？」

「くす、り……」

　脳裏に浮かんだのは、あのうるさい居酒屋の映像だった。

　化粧室から戻った紗英は、守にそろそろ帰りましょうと声をかけた。

　グラスの中身は半分ほど残っていたが、ほとんど水になってしまっているのでそのまま放置するつもりだった。

　飲まないなら、オレがもらっていい？

　そんなことを言う守が不愉快で、勢いに任せてグラスを煽った。

　残った液体にアルコールはほとんど感じられなかったが、なぜか甘いと思った。

　もしあのグラスの中に、何かが意図的に混入されていたのだとしたら。

「お酒、が……甘かった……です」

　紗英の返答に、内海は眉をひそめた。

「恐らく、睡眠導入剤の類だと思います。本来ならばすぐに胃洗浄をした方がいいのですが。沖田さんは、病院に行きたくはないのですね？」

「は、い……」

　薬なのだとしたら、尚更証拠を出すわけにはいかない。

　冷静ではない思考の中で、紗英は必死に目の前の男に迷惑をかけない方法を考えていた。

「では、たくさんお水を飲んで。早く循環させてしまいましょう。お風呂に入れればいいのですが、ひとりでは難しいですよね」

「おふろ……？」

　不思議そうに首をかしげる紗英の脳裏に、海の底に沈んでいく映像が再生される。

　内海の口にしている言葉の意味も目的も理解できるはずなのに、怖くて怖くてたまらない。

「や、です……こわい……」

　不安が心臓を押し上げ、堪えきれなくなった両の瞳からぽろぽろと涙が零れた。

「大丈夫。大丈夫です。怖くありませんよ……大丈夫」

　内海は紗英の体を抱き寄せると、背中をとんとんと優しく撫でてくれた。

　先ほどより近づいた肩口に、涙が染み込んでいく。

「やだ……内海、社長……こわい……こわいです……いかない、で……」

　ぼろぼろと雫を落としながら、紗英は頭に浮かんだことをそのまま発音していく。

　感情のコントロールができないのも、薬のせいなのだろうか。

　震える背中を、あたたかな掌がゆっくりと撫でてくれる。

「沖田さん」

「は、い……ん、ぅ……」

　返事をそのまま唇で飲み込み、内海の唇が重なった。

　ちろりと歯列を割って侵入してくる舌先が、妙に甘くて心地良い。

　ぬるぬると器用に動く舌を、紗英は必死に自分の舌先で追いかけた。

　ざわざわと何かが這い上がるように背中が震え、呼吸をしようと息を零すと更に深いところを内海の唇が探った。

「んっ……、内海、しゃ……ちょ……ぉ、……っ」

「名前で、呼んでいただけますか」

「あ……」

「お願いします」

　唇の上をそろりと上唇で食みながら、内海はやわらかく歯をたてる。

　口づけよりも近くてもどかしい動きに、ねだるように唇を開いた。

「雅弘、さん……」

「よくできました」

「ふっ、ぅ……」

　ご褒美のように降り注ぐキスの雨が、過敏になった神経を一本ずつ撫でていく。

　背中の後ろでジャケットが落ちる音が響き、ゆっくりと体がベッドの上に押し倒された。

　見下ろす雅弘の瞳を、紗英は目元を朱く染めたまま見上げる。

「悪い大人のせいにして、今夜は私に抱かれなさい」

　困ったように眉を寄せる内海に、紗英はふわりと頬を綻ばせた。

　悪人のようなセリフを吐く男のぬくもりは、溺れるようなこの感覚の中で唯一の甘い夢みたいに思えた。
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「……くすぐった……い……」

　優しく布を引き落とし、雅弘の指先が器用に紗英の肌を暴いていく。

　雅弘のシャツが音をたてる度に、何か特別なことが始まる予感が膨れ上がった。

「感覚が、鋭くなっていますね。痛く、ありませんか？」

　目の前の男が口にする言葉のひとつひとつが、異国の言葉のように頭の中を滑っていく。

　痛くないかと聞かれ、不安そうな雅弘を慰める言葉を必死に探した。

　この人のこんな顔は見ていたくないと、強く思った。

「へいき、です……雅弘さんの手は、全部気持ちいいです……」

「おじさんを、あんまり喜ばせてはいけませんよ」

「なん……えっ、あ……」

　するするとシャツを引き下げられ、ひんやりとした風が胸元を撫でた。

「まさ、んぅ……んっ、んぅ……」

　声を潰すように、唇が重ねられていく。

　器用に取り払われる布の衣擦れが、やけに大きく耳の中に響いた。

「失礼します」

「あっ、ぅ……」

　下着の上から触れられる感触に、呼吸が止まった。

　薄い布越しに擦り上げられるなんて経験は初めてで、脚の根本に力が入る。

　その小さな肌の動きに、雅弘の動きが停止した。

「きみは……」

「なん、ですか……？」

　はふはふと唇を震わせて息を必死に吸い込んでいる紗英に、雅弘は優しく微笑みかけてくれる。

「……いえ、なんでもありません。痛かったり苦しかったりしたら、すぐに言うんですよ」

「へ、ぁ……ッ……！」

　吐息を耳に吹きかけられ、へその上を撫でられた。

　薄い皮膚を、他人の指先が下りていく。

　爪の裏でなぞるように、雅弘の指先が胸元のボタンを外し、水色の下着が顕になった。

「あ、の……明かり……消して、ください……」

「なぜ？」

「見られると、恥ずかし……あ……」

　隠そうとする腕をやんわりと固定され、胸の間の皮膚を固い爪先で触れられる。

「ふ、ふふ……、や……です……くすぐ……た……ン……」

「くすぐったいだけ、ですか？」

「あ……」

　柔らかな言葉とは裏腹に、指先は意地悪に肌の上で踊る。

　慣れた手付きでホックが外され、ずり上げられたワイヤーに敏感な先を引っ掛けられる。

「ンッ……」

　震える声を唇で奪いながら、雅弘は掌でゆっくりと輪郭を確かめていく。

　心臓を直接あたためるような手の動きに、もどかしさが募って泣きそうになる。

　恥ずかしいのに触れてもらえないことがたまらなく不安で、整理できない感情の代わりに涙がぽろぽろ零れた。

「嫌、ですか？」

「や……です……どうして、ちゃんと触ってくれないんですか……」

　情けない声に、雅弘の表情が柔らかく微笑む。

「触れても、大丈夫ですか？」

「さわ、って……雅弘さん……に、さわって、ほ、し……ひっ、ぅ……ッ！」
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　懇願と共に伸ばした両腕の間に、雅弘の頭がそっと忍び込んでくる。

　一瞬生暖かい息がかかり、一番敏感なところにぬるりと湿った感触が滑った。

「はっ、ぁ……ッ……！」

　粘膜ですり潰すようにゆっくりと舐め上げ、ねばるような刺激に目の前がちかちかした。

「敏感、ですね。痛くありませんか？」

　舌で吸い上げられ、びりびりと刺すような刺激が腰の辺りに下りていく。

　こんな感覚は初めてで、気持ちいいのか怖いのかわからなくなった。

「こわ、い……雅弘、さ……雅弘……ん、ぁ……」

　震える指先を伸ばすと、唇がキスをくれる。

　なだめるように唾液をかき混ぜられると、胸の奥が落ち着きを取り戻すような気がした。

　唇を重ねながら、雅弘は器用に体に残っていた服を剥ぎ取っていく。

　少しの隙間ができるのも嫌で、紗英は必死に雅弘の肩にしがみついた。

　舌と指先が、少しずつ肌を追い詰めていく。

　キスが増える度に恐怖は薄れ、ひどく鋭い甘さが体を支配した。

　首筋、鎖骨、おへその上、太ももの付け根に唇を落とし、敏感な場所に触れそうで触れてくれないもどかしさに頭の中が揺れていく。

　ひんやりとした風に撫でられる度、雅弘が欲しいと思う。

　どうしてもっと触れてくれないのか、もっと強く愛して欲しい。初めてなのに、そんなことを願ってしまうなんて。

「も、っと……ちゃんと、さわ……ひ、あ……ッ！」

　合図を待っていたかのように、雅弘の唇が紗英の誰にも触らせたことのない場所へ伸びてくる。

　引きずり降ろされた下着の中で、閉じたままの蕾がくちゅりと水音をたてたのがわかって、耳が千切れそうなほど顔が熱くなった。

「初めて……ですね？」

　雅弘の言葉に、紗英はゆっくりと頷いた。

「まだ、怖いですか？」

　囁くように尋ねる雅弘に、今度はふるふると首を横に振った。

　薬のせいだろうか、思考がぼやけて感情がそのままの形で声になっていく気がする。

「こわ、く……ない……です……でも……」

　もじもじと裸の脚をすり合わせ、紗英はじっと雅弘の瞳を覗き込んだ。

　美しい男の瞳が、じんわりと妖しげな光をたたえて揺れている。

「優しく、しない……で……もっと、さわって、ほ、し……っ……あ……ン……」

　雅弘の指先が、ゆっくりと蜜の中に沈んでいく。

　熱い指先が、入口をなぞるように柔らかく沈み込んでいくのを、紗英は体の中心で感じていた。

「あ、ぅ……ッ……」

　あまりにも甘美で鋭い直接的な刺激に、紗英は体を強張らせる。

「濡れてますね。大丈夫です。私に、任せて下さい」

「は、ッ……、ま……って……んぅ……い、ぁ……ッ！」

　指先を沈めながら、雅弘は親指で紗英の前を探った。

　隠されていた充血を指の腹で押しつぶされ、悲鳴のように細い声が溢れる。

　いやいやと首を横に振りながら、紗英は両手で体の中を弄る腕に触れた。

「この辺は、どうかな？」

「いっ、ひ……ぅ……ッ」

　小さな抵抗に見ないふりをしながら、雅弘は奥を探る。

　柔らかな指の肉を体が受け入れようと蜜をまとわせる感覚に、頭の中が千切れそうなほどの熱を広げていた。

「可愛らしい人だ。わかりますか？　私の指先に、沖田さんの体が絡みついてくる。きゅうきゅう締め上げて、とても気持ちよさそうです」

　いいと伝えたいのに、唇から溢れるのは音ともいえないノイズの破片ばかりだ。

　なんとか首を縦に振ると、雅弘の指が二本に増えた。

「やっ、そんな……に……入り、ま……せ……ぅ、ん……」

「大丈夫。入りましたよ」

「や……っ……ぁ」

　肌をかき混ぜる濡れた音は、紗英の耳にもはっきり届いている。

　自分で触れてみたこともある。ただ、その時はなんとなく引っかかるような感覚があっただけで、いいとは思えなかった。

　恋愛と同じく、こういうものを楽しむためには才能がいるのだと、諦めてすらいた体が、今雅弘の指先で喜んでいる。

　あまりにもあけすけな快楽に混乱しながらも、紗英はその向こう側にある何かに興味を示している自分に気づき始めていた。

「痛みはありますか？」

「な、い……ないで、す……でも……やだ……ぁ……」

　たったひとりで裸で放り出されたような喪失感に、紗英の頬を涙が伝っていく。

　感情がまったく制御できず、困惑する紗英の頬を雅弘は自らの唇で拭う。

「何が、嫌……ですか？」

　優しく問いかけてくれる雅弘の唇に自分の唇を重ねながら、紗英は息を吸い込んだ。

「名前、を……呼んで、ください……」

　紗英の懇願に、雅弘は一瞬目を大きく見開いた。

　そして、動かしていた指をゆっくりと体から引き抜き、紗英の額に唇を落とす。

「紗英さん」

　あまりに優しいその音に、無意識に脚を男の腰元に擦り寄せた。

　雅弘は、体を起こすとどこから取り出したのか、ラテックスの封を手早く切り落とした。

　膝を合わせてもじもじと落ち着かない様子の紗英に、雅弘の体が覆いかぶさってくる。

　余裕がなさそうな光を宿す瞳に、この人もこんな顔をするのだと新鮮な驚きと高揚が紗英の心を満たしていく。

「紗英さん、挿れますね」

「は……ぁ……」

　返事と共に、体の中心に熱があてがわれていく。

　沈み込むように侵入してきた男の体は、指などとは比べ物にならない嵐を紗英の体に巻き起こしていく。

　引きつるような痛みと圧迫感が細い悲鳴に変わったが、紗英はシャツ越しの男の腕を掴んで唇を噛んだ。

　与えられる熱の中に、痛みだけではない何かを感じる。

「半分、入りましたよ……」

　先ほどより余裕のなさそうな掠れた声が、ギリギリの理性で問いかけてくる。

　切なげで苦しそうな表情の前に、落ちた前髪が揺れている。

　男の人というのは、こういう時にそういう顔をするのだという新発見に、紗英の心が踊る。

「や、だ……ぜん、ぶ……ほしい……です……」

「あんまり、おじさんを煽らないで下さい」

「ひ、ぃ……ッ、ん……んん……っ……！」

　じりじりと追い詰めるように体の中を探る熱は、やがてぴたりと重なり合うように奥を埋めた。

　苦しいはずなのに、なぜかひどく満たされたような気持ちになって、感情とは別のところに幸福感を重ねたような不可解な感覚に、紗英ははらはらと涙を流している。

「紗英さん……」

　悲しげな声に、紗英はふにゃりと顔を崩した。

「ふふふ……雅弘さん、あったかい……」

　体を支える腕にそっと頬を寄せると、雅弘の顔が下りてきて口づけが落とされる。

「んぅ……ッ……」

　より深くに押し込まれるような体勢になって、くぐもった声が溢れた。

　吐息も舌先も、何もかもを飲み込みながら、雅弘は重ねた唇を離すことなくゆっくりと腰を押し付けてくる。

　痛みの中に混じる鋭い感覚に、心が震えた。

「あ、あぁ……ッ、雅弘さ……雅弘、さん……ッ」

　狂いそうなほどの感情の波の中で、紗英は何度も彼の名前を呼んだ。

　甘く苦しい律動だけが、世界のすべてであると感じられる。

　こんなにも安心する場所があるのだと、紗英は雅弘の熱の中で朧げな本能に従った。

「気持ち、いい……ですね……」

　ぬちりとねばつく音を響かせて、雅弘が低く囁く。

　眉根を寄せる表情が、とてもセクシーだと紗英は思った。

「きも、ち……いい……、です……頭が、変になりそう……」

　熱く滾る欲望と感情が体を維持する核を破壊していくような気がして、紗英は掌を使って必死にそこにいる男の形を確かめた。

　手の甲、腕、首筋、胸元。

　あたたかな肉の振動を手の内側で感じる度に、体以外の場所も繋がれたらいいのにと強く願う。

　その感情が、どこからわいてくるものなのか、紗英は未だ理解できていないのだけれど。

「変になりましょう。私も、おかしくなりそうです……」

「あ、ぅ……んん……、雅弘、さん……も、ぉ……ひっ、ん、んぅ……」

　強く押し付けられ、引き出される感覚に今まで見たこともなかった熱の塊が、自分の中で大きく膨れ上がっていくのがわかった。

「雅弘、さ……」

「……すみません。あまり長くは、もたないかもしれません」

　低く溢れる吐息に、このまま頭から食べられてしまいたいと思った。

「いい……もっと、気持ちよく……なっ……て」

「あなたという人は……」

「ンッ……！」

　腰に押し当てられた掌は、しっかりと体を固定している。

　叩きつけられる勢いに、雄の本能を感じた。

「い、あ……ッ、きもひ、い……気持ち、い……ッ……」

「気持ちいいですよ。紗英さん……」

「ん、いぃ……ひ、ぁ……ッ！」

　ぶつかり合う肉の音に、神経の一本一本が針になったように熱を感じ取っていく。

　体の内側で膨れ上がる欲望の塊に、紗英はふるい落とされまいと必死に食らいついていく。

「……ッ、ぅ……っ」

　低く呻いた雅弘の体が、一番深くに忍び込み弾けるような震えが粘膜に直接叩き込まれた。

「あ、ぁ……ッ、ん……んん……」

　跳ね上がる心臓の鼓動と同じ振動を受けながら、紗英は息を吐き出した。

　薄いラテックス越しに感じる欲望の残滓に、喉も腰も甘くとろけて崩れていく。

　紗英の胸元にぽつりぽつりと汗の粒が落ちてきて、荒い呼吸の男と視線が交わった。

　吸い寄せられるように唇を開くと、すぐにキスが下りてくる。

（あま、い……）

　ミルクを与えられた赤子のように、紗英は夢中でその唇を吸った。

　不快なほど鋭くなっていた感覚が和らぎ、どっと押し寄せる開放感と疲労に瞼が重くなっていく。

「……まさ、ひ……ろ、さ……」

　崩れていく声に、雅弘はそっと紗英の額を撫でてくれる。

「大丈夫です。おやすみなさい、紗英さん」

　夜の激しさを置き去りにした優しい声に、紗英の意識は暗いところへ落ちていく。

　ようやく息が吸える。

　そんな安堵に包まれながら、紗英は深い眠りの中へ意識を手放した。
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　高く昇った太陽の光が、木々の間をすり抜け細い金糸のように森の中に降り注いでいる。

　午後のまどろむ空気の中には、鳥の声と遠くに流れる川のせせらぎ、それからふたつ分の足音だけが響いた。

「あっ……」

　石に足を取られ転びそうになった体を、雅弘がそっと支えてくれた。

「手を、繋ぎましょうか」

　するりと右手を握られ、紗英は何も言えないままゆっくりと森の中を雅弘と並んで歩いていく。

　初めての翌朝、ホテルで目を覚ますと雅弘が困ったような顔で水を差し出し、新品の洋服を用意してくれていた。

　ベッドサイドに用意されていたのは、ミモレ丈の襟付きワンピースだ。

　黒に近い藍のタータンチェックワンピースには、同系色のベルトが用意されている。

　ストッキングも下着も新品のものが揃えられていて、サイズはどれもぴったりだった。

　昨夜着ていたはずの服は既に回収されてしまっているようで、仕方なく用意された服に袖を通し部屋を出た。

　リビングにはかかりつけだという医師が待機されていて、紗英は簡単な血液検査を受けた。

　結果は、市販薬の過剰摂取。医師の説明によると、アルコールと混ぜることで強い酩酊状態に陥ると問題視されている薬で、来年規制がかかるものだということだ。

　やはり、昨夜の症状は守が意図的に起こしたものなのだと理解できて、背筋が冷たくなった。

　医師の診断によると、ほとんど薬は抜けているのでなるべく普段通りに生活をして、早く循環させて排出してしまった方がいいということだった。

　幸いにも今日が休日ということもあり、紗英は自宅に戻ろうとしたが、雅弘がドライブに行きましょうと言い出し、気づけば都内から一時間ほど離れたこの高原に来ていた。

　そこは会員制のクラブらしく、広大な敷地内にはゴルフコースやテニスコート、エステや温泉にレストラン、コテージなどが特別な顧客のために管理されているようだった。

「この辺りは、散策できるように道をならしてあるんです。みんな、ゴルフのあとはエステやスパに夢中になるみたいで、他の会員に会ったことはないのですが。私は気に入っています」

　澄み切った森の空気を吸い込むと、胸の中に爽やかな風が駆け抜けていく。

「……いいところ、ですね」

「何か、考え事ですか？」

　正面を見据えたまま、歩幅を合わせ歩く雅弘が問いかけてくる。

　やはり、この人にごまかしは通用しないらしい。

「その……」

　なぜ、抱いたのか、彼の口から聞きたくなったが、その質問を紗英が口にすることはなかった。

　彼ほど立場も富もある人にとっては、意味などないということはわかっている。

　あれは事故のようなもので、治療や緊急措置だったと言われたら立ち直れない自分がいることを理解して、紗英は別の言葉を探した。

「雅弘さんは……どなたにもこんなに優しいのですか」

　紗英の言葉に、雅弘はぴたりと足を止めた。

　じっと見下ろしてくる視線に、疑問を取り繕うための言葉を必死に探した。

「その、昨夜も……準備が、手慣れていらっしゃるので……なので……えっと」

　何かうまい言葉を探そうとしても、うまくまとまらずどんどん冷静が崩れていく。

　焦る紗英の前で、雅弘はふふっと小さく笑みを零した。

「まいったな。遊び人だと思われてしまいましたか？」

　照れたように笑う雅弘は、いつもより頬の血色がいいように思える。

「いえ、その……」

「こんなことをしたのは、あなたでふたり目です」

　はっきりと言い放たれた言葉に、紗英ははっと顔を上げた。

　内海雅弘という男が、こういう冗談を言わない男であると、紗英はもう知っている。

　そして、この言葉を言わせてしまったことに、ひどく後悔した。

　雅弘の過去に、立ち入っていい権利など自分にはないのだ。

「……すみません」

　肩を落とす紗英の手を、雅弘はぎゅっと強く握りしめた。

「紗英さんは、優しい方ですね」

　親指と人差し指の間で、紗英の指先を撫でながら雅弘はそっと手を持ち上げるとその甲に唇を当てた。

「言いましたよね。私のせいにして下さい……と」

　昨夜、ベッドの上で見せたあの鋭い視線が、昼の光の中で紗英を射抜く。

「あなたは若い。これからたくさんの出会いがあって、長い時間の中で誰かと愛を育んでいくでしょう。しかし、私にはもうあまり時間はありません。こんな風に誰かにときめいたり、愛おしいと思う機会が、残りの人生にどれほど残されているかわからない。だから、手を伸ばしました。けれど」

　雅弘の目が、真っ直ぐに紗英を見つめている。

　こくりと喉を鳴らした紗英の腰が、強く引き寄せられ顔が近づいた。

　突然、雅弘の顔に影が下りる。

　それが、急な天気の変化のせいだとわかって紗英ははっと息を吐いた。

　先ほどまであれだけ晴れていたはずの空は、今は灰色の雲に覆われて霧のような雨を落としている。山の天気は変わりやすい。

「後悔はしていません」

　男の表情は、変わることなく静かに、ただ真剣に紗英の瞳を見つめていた。

「ン……ッ……」

　強く押し付けられる唇に、少しだけ背中が強ばる。

　しかし、体が彼の口づけを覚えていた。

　呼吸の隙間に滑り込んでくる舌先も、それをどんな風に吸い上げればいいのかも、紗英の体は呼吸するように自然に受け止めていく。

　両腕を伸ばし雅弘の肩に抱きつくと、雅弘の方が僅かに腰を引こうとした。

「や……」

　拒否されたくなくて、思わず口にした言葉に雅弘がより強く背中を抱きしめてくれた。

「紗英さん……」

「まさ、ひろ……さん……」

　熱に浮かされたように、紗英は男の唇を求めていた。

　何ひとつ上手に言えない言葉より、あなたのことが必要なのだと体の内側に湧き上がる熱を彼に伝えたかった。

「んっ、んっ……」

　降り注ぐ口づけはあまりにも強い夜の香りで、頭の芯がぼやけていく。

　きちんとお互いの同意を得てことを進めたかった、そう言ってくれた雅弘に、もっと触れたいと思った。

「雅弘、さん……」

　雅弘の下唇を柔らかく食みながら、紗英は必死に自分の中の感情を探る。

　今自分がどうしたいのか。嘘のない、本当の気持ちがなんなのか。

　雅弘の口づけは、自分の知らない自分を教えてくれる気がした。

「まいったな……コテージを、とりましょうか」

　脚に触れた熱の気配が、布越しにはっきりと伝わってくる。

　今来た道を戻り、場所を探している間に、彼の熱が冷静になってしまったら、この甘い時間は終わってしまうかもしれない。

　それは、とても嫌だと思った。

「ここで……じゃ、だめ……ですか……」

　紗英の言葉に、雅弘は驚いたように瞳を揺らした。

　誘い方なんてわからない。それでも、今を終わらせたくないと必死だった。

「体、きついでしょう。もっと、リラックスできるところへ……ん、ぅ」

　気遣う言葉は、もう必要ないと思えた。

　自ら交わしたキスは、いつもより甘く花の香りがした。

「雅弘さんが居てくれるなら、わたしはどこでもリラックスできます」

「いけない子ですね。そんな風に言われたら、私も紳士ではいられなくなりますよ」

「ん、ぅ……ッ……」

　片足を抱えるように抱き、雅弘は太い木の陰に体を引き寄せた。

「は、ふ……、ぅ……」

　影に紛れるように身を潜めた雅弘の唇は、すぐに大胆な色に変わる。

　噛み付くような深い口付けに、呼吸が乱れていく。

　奪い合うキスは、体温を上げた。

「手をついて」

　促されるままに木に手をつくと、背中を押されて腰が上がった。

　ぴりりと嫌な音がして、ストッキングの間が破られる。

　彼から与えられた服を、彼がどうしようとこの際どうでもいい。

　今はただ、この好奇心に抗えなかった。

「触りますね」

「んっ、ん……」

　優しく撫でられた布がずらされ、崩れる体の中心に指先があてがわれた。

「もう、濡れていますね……指が、ほら」

「ひっ……ンッ……」

　ぬるりと沈み込んでくる指先はひんやりと冷えていて、きつい圧迫感に喉の奥から細い音が溢れる。

　いくら人が来ないとはいえ、外界での大胆な行動に紗英は唇を自らの手の甲で押さえた。

「まだ、柔らかいですね……痛く、ないですか……？」

「んん、んっ、んっ……」

　弱々しく首を横に振り否定する紗英の体に、雅弘はゆっくりと長い指を差し込んでいく。

　体が覚えている感覚に、両足の付け根が震えた。

　昨日と違う唯一の点があるとすれば、それは今自分の意識がはっきりしていることだ。

　そこには意思が存在していた。この腕に、抱かれたいという明白な感情だった。

「はずか、しい……です……」

「わかりますか？　けなげに吸い付いてきます、こんな風に」

「あっ、ン……」

　くるりと内側をなぞる指先が、内側で燻る熱を呼び起こす。

　紗英は唇を押さえながら、這い上がるような快楽に耐えていた。

「ほら、また感じた」

「いじわる……しない、で……」

「すみません。あなたの体を心配しているのも、本音なんです」

　耳の後ろに唇をつけながら雅弘は、脚の裏に熱を押し当てた。

　硬い他人の芯が、肌の上をなぞっていく。

　柔らかくとろけた蜜に中心をあてがわれ、指の隙間から吸い込んだ呼吸が浅くなった。

「紗英、さ……ん……」

「んっ、んぅ……、ン……ッ！」

　ゆっくりと入る感覚に、噛み殺しきれなかった悲鳴が口元から溢れ落ちる。

　自分の中に眠っていた熱に、再び火がつけられたのを感じた。

（う、そ……気持ち、いい……）

　昨夜は痛みがあった。もしかすると、血も出ていたかもしれない。

　そういう類の違和感が、体に確かに存在した。

　しかし、今この状況下で、紗英の体を支配しているのは圧倒的快楽だった。

「あ、ぅ……ッ……」

　苦しげに唇を噛み締めているのは、そうでもしなければ声を上げてしまいそうになるから。

　そんなこちらの呼吸を察知したのか、雅弘は呼吸が終わるのと同時に体を揺さぶってくる。

　激しく擦り上げられる粘膜に、必死に声を押し殺す。

　そんな紗英の耳に、水音と呼吸以外のものが聞こえた気がした。

（う、そ……）

　薄く目を開くと、森の向こう側に郵便局の配達バイクの影が見えた。

　配達の行きか帰りか、ここは彼らの通り道らしい。

　少し距離があるとはいえ、距離は二十メートルもないだろう。

　こちらは影になっているが、もしあの配達員が何かの気配にこちらの通りへやって来たら、この行為を見られてしまうかもしれない。

　絶対に声を出してはいけない。

　それなのに。

「んっ、まっ……、雅弘、さん……」

　より深くに叩きつけるように侵入して来た熱芯に、なぜ彼が体を強く押し進めて来たのか理解できない。

　雅弘からも、あのバイクの影は見えているはずだ。

　焦る紗英の耳の後ろに、雅弘はゆっくりと唇をつけた。

「気づかれるのが、怖い……正解ですか？」

「なん……ッ……」

「緊張。中が絡みついてきて、きついくらいです」

「言わない、で……」

「どうして？　とても、気持ちいいです……」

「あっ……、まっ、……ンッ、あ……ぅ……っ」

　深いところをじっくりと擦り上げながら、雅弘の指先が胸元に伸びて来る。

　ずり上げられた下着の下に、あたたかな指が侵入してくる。

　先端を摘み上げられ、喉の奥から悲鳴が上がる。

　同時に責め立てる刺激に、こらえきれない嬌声が指の間から漏れていく。

（だ、め……あと、少し……もう少し……だけ……がまん……しないと……）

　必死に歯を食いしばる紗英の体を、雅弘は的確に突き沈めてくる。

　もう彼女の体のどこもかしこも知っていると言わんばかりの鮮やかで強引な熱に、紗英のぎりぎりまで削り取られた理性が最後の抵抗を示していく。

　意識とは裏腹に、いけないと思えば想うほど体は貪欲に男を感じ取ってしまう。

　それは、実際にはほんの数十秒ほどの短い時間だったにも関わらず、何時間にも何年にも感じるほど長く甘い拷問に思えた。

「ふ、ぅ……んぅ……ッ」

　遠ざかっていくバイクのエンジン音に、紗英の体からようやく力が抜けていく。

　その隙を見計らうように、雅弘の動きが激しくなった。

「なん……ッ、で……、あっ、だめ……そ、れ……声、出ちゃ……う……」

「出して下さい。大丈夫、もう誰もいません。もっとあなたを見せて下さい」

「んっ、や……っ、ぁ……あぁ……っ……！」

　腰をしっかりと押さえられ、深いところを雅弘が抉っていく。

　震える肉の感触に、終わりが迫っていることがわかった。

　ずるくて強くて愛しい、そんな幸福な地獄があると紗英は体で感じている。

　終わって欲しくない時間ほど、通り雨より早く幕を下ろしてしまうものらしい。

　びりびりとした刺激に、目の前がちかちかと点灯するような気がする。

　這い上がってくる感覚に、体が強張った。

「い、や……雅弘、さ……ん……」

「怖くない、集中して。気持ちのいいことだけ、考えて下さい……」

「あ、ん……ッ、や……っ、い、い……」

　雅弘の声に、意識が一箇所に束ねられていく。

「んん、んー……、ん、ぅ……ッ……」

　震える両足に力を入れ、凄まじい快楽の波に紗英は目を閉じた。

　絞り上げる粘膜の動きに熱の膨らみが引き抜かれ、腰元にほとばしる熱の残滓に紗英はゆっくりと息を吐く。

「……ッ、く……ッ」

　肌の上を流れていく精に、紗英は足から力を抜いた。

　崩れそうになった体を雅弘の腕が支えてくれる。

「すみま、ん、ぅ……」

　くるりと返された体に、まだ荒い息の雅弘が口づけをぶつけてくる。

　齧りつく激しさは、行為の延長であると認識させられた。

「雅弘、さ……」

「……すみませんでした。大丈夫、ですか？」

　唇を離した雅弘は、ようやくいつもの冷静さを取り戻したように見えた。

　ほつれた前髪が額に張り付いているのを、紗英はそっと指先を伸ばして整える。

　そんな紗英の手を取り、雅弘は掌に口づけた。

「雅弘さんは、こういう……その、プレイがお好きなんですか？」

「まさか。初めてですよ。こんな風に我慢できなかったのは」

　雅弘はハンカチを取り出し、紗英の額や腰元の汗を拭うと服を整えてくれた。

「あなたを前にすると、どうも自制がきかない。まったく、お恥ずかしい話です」

　そう言ってもう一度抱きしめてくれる雅弘の背中に、紗英はそっと腕を回した。

　湿った森の香りと汗の匂いが、こんなにも優しく愛しいと思えるなんて。

「……行きましょうか。疲れたでしょう。お茶でも飲みませんか。ここのアップルパイは、絶品ですよ」

「ええ、是非」

　来た時と同じように、雅弘は紗英の手を取りゆっくりと森の中を歩いた。

　まだ、体の奥にじんわりとした熱を抱えながら、紗英は肩を並べる。

　こんな時間が、長く続くはずがない。そうわかっているのに、もっと雅弘のことを知りたいと思ってしまう。

　この人のまだ知らない部分を、受け止めたいと願ってしまう。

　弱くなった雨の向こうに、きらきらと光る虹がかかる。

　明るくなっていく空に反して、紗英の心はひどく淀んで沈んでいた。
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「沖田君？　おーい、沖田くーん！」

「え？」

　大きな声で名前を呼ばれ、紗英ははっと顔を上げた。

　見ると、パソコンのモニターの向こうに飯倉の顔が乗っている。

　コーデュロイのスーツに身を包んだ飯倉は、心配そうな顔でお土産のあんこ餅を紗英の前に差し出していた。

「ぼんやりしてるねえ。おやつ、どうぞ」

　黒のハイネックにグレーのパンツスーツを合わせた紗英は、気を取り直してお土産に手を伸ばした。

「ありがとうござい、あっ！」

　デスクの上のコーヒーカップに爪の先を当ててしまい、中身が倒れて小さな水たまりが広がっていく。

　目の前で一連の動作を見ていた飯倉も、大慌てでティッシュ箱を差し出してくれた。

　書類は出していなかったので、スマホとキーボードの端が少し濡れただけで済んだのは不幸中の幸いだ。

「失礼しました」

「体調が悪いのかな？」

　心配そうな飯倉に、紗英は視線を合わせた。

　彼ならば、もしかすると何か知っているのかもしれない。そんな風に思ったからだ。

「飯倉社長。お尋ねしたいのですが……内海社長に、脅迫状が来ている件はご存知でしたか？」

　紗英の言葉に飯倉は一瞬目を丸くし、何かを考え込むように唇を引き結んだ。

「聞いたのかい？　内海から」

　紗英が頷くと、飯倉は困ったような顔で笑いながら自分のスマホを取り出した。

　操作を終え向けられた画面には、見覚えのある文面が並んでいる。

『贖罪を、人殺し』

　画面を見つめる紗英の表情は、至って冷静だった。

「その顔、どうやら見たのは初めてじゃないみたいだね」

　スマホを胸ポケットにしまい込む飯倉に、紗英はもう一度頷いた。

　土曜日。あの素敵な森の散歩からティールームのあるメインコテージに戻った雅弘に、受付のフロントスタッフが声をかけてきた。

　白い封筒に入った三通の手紙を手渡し、フロントスタッフは頭を下げて離れていった。

　真っ白な封筒を開くことなく、雅弘はそれを難しい顔で見つめている。

　それが何か聞くべきか迷っている紗英の視線に、雅弘はにこりと笑って説明してくれた。

「ゴルフコンペの招待状なんかは、こちらに来るんです。長く会員をやっていると、ある程度の郵便物は預かってくれるんですよ」

　確かに、これだけの施設でＶＩＰ会員ともなればそういうサービスがあっても不思議ではない。

　しかし、紗英が気になったのは、封筒の裏面に宛名がないことだった。

「ダイレクトメールですか？」

　紗英の問いかけに、雅弘は一瞬目を伏せると指で封筒の端を何度か押すように確認をしてから勢いよく封を切った。

　中から出て来た紙を広げて、それを紗英に手渡してくる。

「読んでも、よろしいのですか？」

　いくらダイレクトメールとはいえ、他人の手紙を覗く趣味はない。

　それでも、雅弘はただ黙って紙を差し出している。

　紗英は恐る恐る受け取ると、文面に目を通した。

　それはゴルフコンペの招待状でも、ダイレクトメールでもなかった。

『贖罪を、人殺し』

　文面を見た瞬間、指先が冷え切っていくのがわかった。

　その短い文章には、限界まで煮詰められた明白な悪意だけが存在している。

　つい先日も、紗英は人間の悪意を直接体に叩き込まれた。あの、守の起こした事件だ。あの時も、はっきりとした悪意がそこにあったと医師の診断で証明されている。

　しかし、目の前に存在している紙片から漂ってくるのは、もっと重くて、悲しい色をした感情だと紗英は思った。

「雅弘さん、これ……」

　雅弘は紗英の手から手紙を取り上げると、まだ未開封の封筒とまとめてフロアスタッフに処分するように手渡した。

「毎月、二十三日になると届くんです。自宅、会社、このクラブ、宿泊していたホテルの時もあったかな」

「毎月って……」

「もう十年くらいになるかな」

　十年。その言葉の重みに、後頭部を殴られたような衝撃が走った。

　確かに、有名な社長の元にはこの手の嫌がらせが尽きない。

　紗英の会社社長である飯倉にも、時々妙な手紙やメールが届いたりする。

　しかし、あのような手紙を毎月目の前の人が受け止めていたのかと思うと、胸が痛んだ。

　雅弘は気遣うようにケーキや紅茶を紹介してくれたが、紗英はもうあの手紙のことしか考えられなくなっていた。

　人が人に向ける悪意の、あまりの大きさに衝撃を受けることしかできなくなっていた。

「内海社長は、十年ほど続いていると仰っていました。それで、思い出したんです。社長が以前お見合いを勧めた理由を口にした時、息子さんのこと以外にも気になることがあるような口ぶりだったのを」

　紗英の言葉に、飯倉はふふっと小さく笑った。

「よく覚えてるねえ。やっぱり、うちの秘書は優秀だなあ」

　飯倉は手を後ろに組み、社長室の奥に広がる大きな窓ガラスの前に立った。

　薄曇りのグレーの空からは、今まさにぽつりぽつりと雨が降り出した。

　窓ガラスに当たる雨粒の音が、次第に大きくなっていく。

「正確には、十二年前。内海の奥さんが亡くなった、次の年からだよ」

　突きつけられた事実に、紗英の指先からまた一度体温が引き抜かれていく気がした。

「奥様が……」

　紗英の声に、振り返ることなく飯倉は曇り空を見上げている。

「脅迫状が届くのは、毎月二十三日。その日はね、内海の奥さんの月命日なんだ」

　ざあと嵐のような雨が窓ガラスを叩き、紗英の唇から色が消えた。

　自分は、本当に雅弘のことを何も知らないのかもしれない。

　降り始めた激しい雨音を聞きながら、紗英は雅弘のあの淋しげな笑い方を思い出していた。
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　好きになってはいけない人というのは、どういったものなのだろうかと考えた。

　身分の違い、年の差、血縁関係。様々な壁が、男と女の間には発生することがある。

　取引先の社長、年上の紳士、お見合い相手の父親、そのどれもが自分にとって障害であり問題であり、違和感の種だった。

　これを刺激やスパイスと呼べるタイプであれば、人生はまた違った色を見せていたのかもしれない。

　しかし、冷凍庫と呼ばれる生き方をしてきた紗英には、そんな風に楽しむ感性はなかった。

　何もかもが初めてで、何もかも真剣に取り組みたい紗英にとって、雅弘と過ごす時間に向き合う方法はひとつ。

　ただ、誠実であることだけだった。

「素敵……」

　惑うあやふやな心を吹き飛ばすほど、美しく優美な景色を前に紗英はほうとため息を吐いた。

　壁一面がガラス戸で囲まれた円形の部屋の中央に、グランドピアノが設置されている。

　グレーカーペットの上には、細い足の椅子が四脚並んでおり、譜面台も同じ数置かれていた。

　ガラスの向こうに見える中庭には緑の木々が生い茂り、木漏れ日の隙間から差し込む光の筋が天井のシャンデリアに反射しテーブル上に七色の輝きを落としている。

　指定されたレストランの入口をくぐり、段差を下りながら紗英はテーブルの前に立ち上がった雅弘の顔を見つけてほっと胸を撫で下ろした。

　昼の光の中では、彼はタイをしない主義らしい。

　グレーのボトムに藍のストライプシャツを合わせベージュのテーラードジャケットに身を包んだ男は、グランドピアノの正面の席の椅子を引いてそこへ座るよう促した。

　腰元を絞ったグレーのワンピースの裾が、ふわりと広がり椅子の横に流れていく。

　雅弘は少し斜め前の席に、隣に並ぶような位置で腰を下ろした。

　見るとどのテーブルも、ピアノに向かうような形でカトラリーが並べられている。

　モーニングを食べませんかと誘われたのは、土曜の夜の出来事だった。

　あまりにも急な誘いだったが、あの脅迫状を見た日以来の誘いだったこともあり、髪を乾かしていたドライヤーをオフにしてすぐに返信をした。

　こういう時、恋愛の駆け引きに慣れた人は返信のタイミングなんかも計算するのかなと思うのだけれど。

　優しく肩を撫でる時に香る彼の柔らかいコロンの気配に、彼には本当の自分だけを知っていて欲しいと願ってしまいそうになる。

　金箔の入った炭酸水が注がれ、テーブルの下で組んだ手の上に雅弘は当たり前のように掌を重ねた。

「来てくれて、嬉しいです。迷いませんでしたか？」

「はい。駅からすぐだったので」

　指定されたのは、マダムのブランチからレストランウエディングまで幅広く使える、隠れ家的なレストランだった。

　昼間でもデニムでは入れない雰囲気が、そこには横たわっている。

　店内には、上品な老夫婦と膝に絆創膏をつけた元気そうな少女を含めた五人家族、ひとりの紳士がテーブルにまばらに座っている。

　入口の前に置かれた華奢なプレートには、本日貸切という文言が並んでいた。

　今日は、何やら特別な朝食会らしい。

「この前は、妙なものを見せてしまって申し訳ありませんでした」

「そんな。わたしの方こそ、ぼんやりとしてしまって。お礼も言えないままで、大変失礼致しました。あの、それでよろしければこれを受け取っていただけませんか？」

　紗英はレモンイエローのストライプが入った紙袋を、そろそろと雅弘に差し出した。

「これは……？」

「弊社のルームウェアです。シルエットが細身なので普通の紺のパジャマに見えますが、裏起毛なので冬でもあったかなんです。その……以前から、服をいただいてばかりだったので、何かお礼ができないかと思って用意していたんです」

　脅迫状の一件から、紗英は自分に何ができるのか考えていた。

　少しでもリラックスした時間を過ごしてもらいたくて、必死に考えた結果がこのプレゼントだった。

「開けても、いいですか？」

　紗英が頷くと、雅弘はそろそろと袋の中の包みを持ち上げた。

　レモンイエローの薄紙に包まれたパジャマをそっと取り出すと、柔らかな紺の布を愛しげに一度撫でる。

「嬉しいです。ありがとうございます」

　大切そうに袋に戻している雅弘にほっと息を吐くと、給仕が白いプレートをテーブルの上へ運んで来た。

　カットされたメロン、生のパイナップル、いちご、メロン、梨、パパイヤ、マンゴー、いちじく、ブルーベリー、柚子が真っ白な皿に盛り付けられている。

　熟した果肉はナイフを入れるとどれも崩れるように切れ、甘く濃密な味わいが口の中いっぱいに広がった。

「ばたばたと別れてしまったから、心配していました」

　それは、前回のあの気まずい休日を示していた。

　ティープレスのレバーを押し込みながら、紗英は曖昧に微笑んだ。

　どう言えば彼に悲しい顔をやめてもらえるのか、方法がわからなかった。

「急な誘いだったから、驚きました」

「けれど、あなたは来てくれた」

　柔らかな声に、彼の落ち着きが見て取れる。

　あんな脅迫状には、もう慣れっこだということなのだろうか。

　陰りそうな気持ちを悟られないよう、紗英は膝の上の掌を握り返した。

「ここは、雅弘さんの第二の隠れ家ですか？」

「ええ。今日は、少し趣向をこらしていますよ」

　不思議そうな顔の紗英の前に、深いグリーンのドレスを着た女性がやって来た。続いてフォーマルに身を包んだ男性が四人、ぞろぞろとやって来て全員が内海に頭を下げた。

　彼らの手にはそれぞれ、フルートやヴァイオリン、ヴィオラが握られている。

「おはようございます。本日も、良き隣人の皆様にお越しいただき感謝致します。皆様の日曜日が、素敵なものになりますように」

　ドレスの女性は挨拶を終えると一礼し、各々楽器をかまえた。

　ぴりりと引き絞るような緊張感が漂った次の瞬間、柔らかな調べが朝の空気を包み込んだ。

　撫でるようなフルート、手招きをするようなヴァイオリン、しっとりと地を支えるチェロに、軽やかなピアノが重なっていく。

　湖のほとりで羽を休める白鳥がふいに飛び立ち、広い青空へ向かっていくような希望と未来を感じさせる若々しく力強い演奏に、紗英はうっとりと酔いしれていた。

　一曲目の演奏が終わり、紗英は思わずぽろりと零した。

「素敵……」

「才能ある若者の経験を支援するのが、年長者の役目……と表向きは言っています。こちらのレストランのオーナーが、日曜は空いていることが多いので、何かしませんかと提案して下さって。近所の音大生のグループと話をして、月に一度こういう会を開いているんです」

「ピアノクインテットですか。次はどんな曲をやるんでしょう？　シューベルト、シューマン……フォーレなんかも有名ですよね」

「やはり、クラシックがお好きなんですね。お見合いの席で、そう仰っていたのでもしかしたらと思ってお誘いしたんです」

　雅弘の言葉に、また一度自分の体温が上がったような気がした。

　初めて会ったあの最悪の見合いの席。自分でも忘れていた、世間話のひと欠片を彼は記憶してくれていたのだという事実が嬉しかった。

　赤くなりそうな耳を鎮めるために口にした炭酸水は、しゅわしゅわと音をたてて喉の奥へ滑り降りていく。

　二曲の演奏を終え、拍手と共に零した紗英に雅弘はただ微笑みを向けている。

「ありがとうございます、雅弘さん。こんなに素敵な日曜日は、初めてです」

「良かった。喉、乾きませんか？　何か飲み物は？　それとも、もうお酒を飲みますか？」

「朝からですか？　悪い大人ですね」

「日曜の朝は、ワルになってもいい日と決めているんです」

「雅弘さんが飲まれるなら、ご相伴に預からせていただきます」

　冗談めかして笑う紗英に、雅弘は目配せで給仕を呼んだ。

　リストを受け取りながら、シャンパンを選んでいた、その時だった。

「……っ!?」

　ビンと低い音が弾け、ヴァイオリンの男性が息を零した。

　見ると、第一ヴァイオリンの弦が切れふわふわと浮いているのが見える。

「失礼致しました。弦の張替えをしますので、少々お時間をいただきます」

　演奏者の言葉に、様子を見守っていた周囲のテーブルからほっと安心するような息が零れた。

　しかし、たったひとり雅弘だけは違った。

「手を、見せてみなさい」

　立ち上がった雅弘は、すぐさま演奏者に近寄るとその掌を広げてまじまじと見つめている。

　やがて厳しい目のまま振り返った雅弘は、レストランオーナーに合図を送った。

（何？　何か、あったの……？）

　驚く紗英の前で演奏者の男性はいくつか雅弘に言葉を投げたが、雅弘が首を横に振ると肩を落とし彼はオーナーに連れられスタッフルームに消えていった。

　椅子の上には、弦の切れたヴァイオリンが置き去りにされている。

　周囲の観客も、何事かとやや動揺している。

　そのうち、フルートの女性が完璧な笑顔を浮かべて振り返った。

「えー……大変失礼しました。ただいまヴァイオリニストが、演奏前に手首を負傷していたことが発覚しました。演奏にもつい力が入りすぎてしまったようです。せっかく皆様に聴いていただく機会だからと怪我を隠していたみたいで。本当に申し訳ありません」

　メンバー全員が頭を下げ、雅弘はテーブルに戻ろうとした。

　ところが。

「と、いうわけで。ひとり欠けてしまったのですが、今日は幸いにもこちらに内海社長がいらっしゃいます」

　第二ヴァイオリンの奏者が、雅弘の腕を組むように引き寄せにこりと微笑んでいる。

　驚く紗英の前で、雅弘は珍しく焦った表情を浮かべていた。

「最後の曲は、スペシャル編成でお届けすることになりました。内海社長。会の主催として、協力していただけますよね？」

　女性の言葉に、周囲のテーブルから拍手が巻き起こった。

　紗英に視線を合わせた雅弘は、照れたような困ったような、不思議な顔で笑っている。

「はーい、弦直ったよ。内海さん、調律はお願いします」

　チェロの奏者が、手早く直したあのヴァイオリンと弓を雅弘に手渡した。

「まいったな……皆様、申し訳ありません。ひとり素人が混ざることになりますが、この素晴らしい若者たちがきっと助けてくれることと思います。どうか彼らの演奏にだけ、耳を傾けて下さい」

　雅弘の言葉に、柔らかな笑い声があちこちから上がった。

　顎でしっかりと挟み込み、雅弘は弓を当てては音を調整していく。

　ものの一分ほどで、雅弘はメンバー全員に目配せをした。

　何が起こっているのか理解できていない紗英の前で、雅弘は一度だけ視線を合わせる。

　微笑みを鋭さに変えた視線が下りていき、雅弘のヴァイオリンが音楽を奏で始める。

　それは、あまりに鮮烈で艶めいた弦の調べだった。

　時折譜面台に視線を落としながら、しっとりと包み込むように雅弘がフルートやチェロを率いて世界を構築していく。

　繊細で力強い音の粒が体を震わせる。無意識に、紗英の頬を涙がひと筋伝っていた。

　実際の演奏は、四分ほどの時間だったと思う。

　雅弘がテーブルに戻るまで、紗英はここではない別の場所に意識があるような、夢の世界にいるような感覚に溺れていた。

「紗英さん？　大丈夫ですか？」

　声をかけられはっと我に返った紗英は、思わずぽつりと零していた。

「ずるいです、こんなの……」

　揺れている意識に、雅弘は手を伸ばすと頬の涙を指先で拭ってくれた。

　必死に止めようと思っているのに、この人はこうやって何度も心を揺さぶる。

　素敵でかっこよくて、ヴァイオリンが上手なお見合い相手の父親に、恋をしてしまった事実を、もうごまかせない。

「そんな顔で言う方がずるいですよ。今すぐ、あなたが欲しくなってしまう」

　艶めく声で誘う男の隣に居るための方法が、まるでわからない。

　雲の上の人に恋をしてしまった現実と絶望に、紗英はただ曖昧に笑ってみせることしかできなくなっていた。
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　レストランを出ると、裏手にある都所有の庭園へ足を伸ばすことになった。

　大きな池をぐるりと囲む散歩道を、雅弘はゆっくりと時間をかけて歩いていく。

「紗英さんは、感情表現が豊かですね」

「そんなことを言うのは、雅弘さんだけですよ」

「そうですか？　感動で涙を流せる心の優しい方を、他に表現する言葉を知りません」

　自分も同じ気持ちだ。こんな風に、他人の言葉で心が震えることがあるなんて。

　冷凍庫だと呼ばれていた頃とは、まるで違う輝きに満ちているのがわかる。

　それを教えてくれたのは、間違いなくこの義父になるかもしれなかった男なのだ。

「ヴァイオリンができるなんて、知りませんでした」

　話を切り替えた紗英に、雅弘は口元を押さえている。

「学生の頃少し。素人の趣味ですよ。演奏がうまくいったのは、彼らが素晴らしいフォローをして下さったおかげです」

　目元に皺を寄せて笑う雅弘の横顔が、愛しくてたまらない。

　何を口にすれば、彼は笑顔になってくれるのだろう。

　正解が、ひとつもわからなくてもどかしい。

　どんなに学習を積み重ねても、恋愛を勉強して来なかったことが悔やまれた。

「内海君？」

　その時、背後から声をかけられた。

　振り返ると、グリーンのハンチングを被った、焦げ茶のボトムに赤いニットを身にまとった男性が立っていた。

　左手には杖を握ってはいるものの、佇まいは凛としていて、笑顔なのに迫力がある。

　歳は、六十か七十か。おじいさまと呼びたくなるような、そんな雰囲気が男性からは感じられた。

「清水会長」

　その名前に、紗英は瞬時に自分の中に眠るデータベースに呼びかける。

　飯倉の秘書をやっている関係で、ある程度の企業の人物データは頭の中に入れるようにしている。

　会長クラスでこの年代。この地域に根ざす人物の心当たりは、ひとりしかいない。

「まさか……ガイア不動産、清水吉政会長ですか？」

　ガイア不動産。それは、国内最大手の不動産会社だ。優秀な社員を多く抱え、今どきパワハラぎりぎりの社風でバブル後の不景気を乗り越え、業界のトップに上り詰めたという噂は他業種である紗英の耳にも届いている。

　なんでも新人研修では、裸同然で山小屋に放り込まれるとかなんとか。

　何かの経済誌で、会長の名前と顔を目にしたことがあった。

「おやおや、こんなに素敵なお嬢さんに知っていてもらえるなんて光栄だな。はい、お近づきの印」

「えっ」

　清水は紗英の手を取ると、ビニールパッケージに二重に包まれた小さな袋を乗せた。

　それは、コンドームのパッケージだった。

「んっ、ぇ？」

　さすがに動揺する紗英の手から、雅弘は新品のパッケージを取り上げた。

「会長、お戯れが過ぎますよ。申し訳ありません、沖田さん。会長はこうして、挨拶代わりに配って回るんです。その……新商品を」

　雅弘の呼び方に、紗英は瞬時に異変を感じる。

　ここにいるのは休日の雅弘ではなく、内海社長なのだとわかった。

「正確には、元会長だよ。今は、製薬会社で特別顧問をしているよ」

「伝説の不動産王が、突然の転身。業界に激震が走りましたよ」

「住は極めた。次は生だ」

　ふたりの会話に、紗英は大きな違和感を覚えた。

　口ぶりもフランクでこんな冗談を言い合う関係だとすれば、それなりに親しいと思うべきなのだが。

　目の前の男たちからは、一切それが感じられない。

　ひんやりと冷えた水と油、そんな印象を受けた。

「彼女は、マーサーケイクの社長秘書さんです。沖田さん、こちら清水特別顧問。ガイア時代に、うちの店の実店舗の建築でお世話になったんです」

「そうだったんですか」

　にこりと微笑む紗英の前で、清水はわざとらしいほどに難しい顔をしている。

「はて、聞いたことがあるような。すまないね、若者の文化はよくわからなくて」

「いえ……」

　目元に皺を寄せ、清水はにこにこと気さくに話しかけてくる。

　しかし、紗英の頭では何かが引っかかった。

　会社を知らないと言いながら、マーサーケイクが若者の文化を扱っていることを知っているのはなぜなのだろう。

　この世代になると、自分以外の人間は全員若者扱いということなのだろうか。

　それでも、含みのある清水の言動がもやもやとした感情を運んでくる。

「今日は朝食会にお誘いした帰りで」

「ああ、あの退屈な会か」

　悪意ある物言いに、紗英は瞬時に笑顔を貼り付けた。

　紗英の一瞬のぎこちない呼吸を、清水はすぐに見破ったようで視線をゆっくりとこちらに向けると満足そうに口元を歪めた。

「失礼。歳を取るとなんでもケチをつけたくなってしまっていかん。近所の喫茶店ではすっかりクレーマーおじさん扱いだ。体力も友人もなくなると、目につくのは気に入らないことと人の噂話だけになる。すまないね。悪気はないんだよ」

　落ち着いた低音で言葉を投げかける男を前に、紗英は背中にぞわりといやなものが駆け巡っていく。

（いい人そう、なんだけど……）

　過ぎた冗談と笑顔を絶やさぬ男性に、なぜか苦手意識が芽生えていく。何が一体そうさせるのかわからないが、指先が冷えていく感覚に紗英は表面上のビジネスライクが瓦解しそうになった。

「若い人を怯えさせないで下さい。あなたは、よくも悪くも迫力がありすぎる」

　雅弘は紗英と清水の間に立ち、壁になるように彼女を後ろへ下がらせる。

（あ……）

　視界にその背中が映るだけで、ほんの少しだけ息ができるような気がした。

「しかし、本当に久しぶりだよ。最後に会ったのはいつだったかな」

「妻の、葬儀の時です」

　雅弘の返答に、紗英ははっと彼の横顔を見つめた。

　ビジネスを貼り付けた雅弘の顔からは、なんの表情も読み取れない。

「そうかそうか。もう十年くらいになるか。いやあ、きみも若い愛人を連れ歩くようになったのかと驚いてつい声をかけてしまったよ。飯倉のところの秘書さんだったとは。失礼したね」

「いえ……」

　この場から、一刻も早く逃げなければならない。

　理由はわからないが、雅弘とこの人をずっと向き合わせていてはいけないと紗英は思った。

「内海社長。そろそろ、次のご予定が」

　秘書の顔を保ったまま、紗英は完璧な笑顔を浮かべた。

　雅弘ははっと我に返ったように紗英を見下ろしている。それは、初めて見る彼の動揺だった。

「おや、何か予定が？　すまないね。呼び止めて」

　たっぷりと間を取ってくる清水が、こちらを探っているのが紗英にもはっきりと感じて取れた。

　しかし、サボりぐせがある社長の秘書を務めている紗英に、この程度の揺さぶりは通用しない。

「ええ。このあと、映画を観に行く予定なんです。弊社の飯倉が招待を受けたものなのですが、飯倉はフランス映画が得意ではないようだったので、飯倉と旧知の仲である内海社長が代理で参加されることになって。わたしは、おまけのおまけなんです。クラシックを題材にしたタイトルで、清水会長もよろしければご一緒されますか？　今ならまだ手配できますが」

　スマホを取り上げた紗英に、清水は片手を追い払うように振った。

「ああ、いい、いい。そういうのは得意じゃないんだ。ふたりとも楽しんで来なさい。それじゃあ、内海君。また近いうちに食事でも行こう。沖田君だったかな。きみもよかったら来なさい」

「ありがとうございます」

　雅弘の声に、紗英はにこりと営業用の笑みを浮かべた。

　清水は杖など持っているだけという様子で、すたすたと庭園の奥へと去って行った。

　残されたふたりの間には、静かな冷たい空気が流れている。

　何を言えばいいのかわからない。

　ただ、雅弘の背中があまりにも静かでひどく傷ついていることだけが伝わってきて、紗英は無意識に手を伸ばしていた。

　かたく握りしめられた雅弘の手の甲に、紗英の掌が触れる。

　はっとしたように顔を上げた雅弘に、紗英は曖昧に微笑みかけた。

　右手があまりにも冷たくて、この体をあたためるために必要なものを自分が持っていないことを思い知らされる。

「ありがとう。映画を観に行く予定だったのかな。私たちは」

「いえ、飯倉がよく苦手な会食を断る手段をわたしに丸投げするので。ああいう嘘が得意になっただけです」

「優秀な秘書さんに助けられたね」

　力なく呟いた言葉に、紗英は胸の奥にトゲが刺さったような痛みを覚えた。

「愛人……に、見えるんですね。ふふっ、おかしい」

　言葉は、自虐めいた響きで乾いた空の中に消えていく。

　嘘か真実かはさておき、愛人なんて噂が広がれば、彼のように立場のある人間にとっては致命的だ。

　雅弘の力になりたいと、強く思う。

　そのために自分にできることは、寂しいけれどたったひとつしかないのだということを、紗英は今日自覚した。

　そばに居たい。けれど、一緒に居ることは許されない人。彼のために選ぶ答えは、ひとつだけ。

「あの、内海社長……わたし」

「紗英さん。まだ、お時間はありますか？」

　雅弘の言葉に、紗英は静かに頷いた。

　雅弘は紗英の手を握り返すと、庭園を抜け通りでタクシーを停めた。

　行き先は、隣の県の海沿いの駅名だった。

　一体どこへ行くのかわからないまま、紗英は後部座席の窓ガラスに映る雅弘の横顔を見つめていた。
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　車を一時間ほど走らせて着いたのは、海沿いのビジネスホテルだった。

　いつものホテルとは違ってリーズナブルな価格帯の宿泊施設は、夏はサーフィンを楽しむ学生たちに人気らしいが、シーズンオフである今は人の姿もまばらだった。

　どうしてここに来たのか理解できない紗英の手を引き、雅弘は一番上のフロアへ上がると非常階段から外へ出た。

　関係者以外立入禁止と書かれた看板の下にある鍵穴に、キーケースから取り出した鍵を差し込み雅弘はその扉をあっさりと開け放った。

　鉄の板を組んだだけの足場を進むと、大きなタンクが並ぶ広い屋上に出た。

　柵も何もない敷地には、海から強い風が吹き付けている。

　よろめきそうになった紗英の体を、雅弘は後ろに立って自分の体で支えてくれた。

　両腕を伸ばし、雅弘は紗英のお腹の前で手を重ねた。

「あそこに、フェリエの第一号店があったんです」

　お腹の前で、雅弘の指先がついと海の方を示している。

　小さな住宅街が並ぶ向こうに、駅と少しだけ高さのある白いビルが見えた。

「フェリエは元々雅弘さんのご実家が経営していた、製糸工場が始まりなんですよね？」

　見上げた雅弘の瞳が、懐かしいものを見るあたたかさで海に向けられている。

「私は、うちで作る糸を多くの人に知ってもらう場を作ろうと思いました。見様見真似で、学生時代に通信販売のサイトを立ち上げたんです。しかし、当時国産の糸だけでは過熱している他社の通販の値下げ品には勝てなかった。だから、国内外の様々な糸を扱う専門サイトとして運営を続けました。やがて、裁縫セットやそれを入れる小物入れを扱うようになって、様々な個人作家さんの作品も置くようになって。気づけば可愛い雑貨を扱う通販サイトとして注目されるようになった。それが、フェリエの始まりです」

　見たこともないのに、紗英の脳裏には若い頃の雅弘がパソコンの前で悩んでいる姿が見える気がした。

　通販専門サイトから実店舗を持つようになり、今の規模にまで発展したという知識はあったが、そんな歴史があるということは今初めて知った。

　これ以上どきどきしたくないと思っているのに、彼を知れば知るほど胸があたたかいものでいっぱいになる。

　雅弘の腕の中で、紗英は彼と同じ海を見つめていた。

「通販事業が軌道に乗り、幼馴染だった妻と結婚しました。独立店舗の計画が立ち上がった時、それは私の人生において、最後のチャンスなのだと思いました。守が産まれて、彼の義務教育が終わろうとしている時に、大きなプロジェクトを始動させるのは転機だと思えたんです」

　人生を変えることは、難しい。

　それだけの事業規模ともなれば、失敗した時の損失は計り知れない。

　しかし、雅弘は通販事業を成功させ、次のステージに進むために勇気を出したのだ。

　その決断力が、彼の凄みであり魅力であると改めて思い知る。

「私は仕事にのめり込みました。このビジネスホテルに連日泊まり込み、ビルの建設と仕入れと交渉であちこち駆けずり回って……守のことは、妻に任せきりで」

　雅弘の声が、一段低くなった。

　紗英は、お腹の前に当てられた手に自分の掌を重ねた。

　深く息を吐き出した雅弘は、絞り出すような声で過去に触れていく。

「妻を発見したのは、学校から帰った守でした。その時、私は北海道の取引先の会社で彼からの電話を受けました。今病院に居る。頼むから、来てくれと。私はすぐに空港に向かいました。しかし、雪で離陸が遅れていて。病院に着いた時には彼女はもう……」

　雅弘の手は、震えていた。

「そこからの記憶は、曖昧です。ただビジネスと同じように、私は淡々と葬儀の準備を進めました。すべてを終え、彼女の位牌を持ち帰ったその夜、守は私に言いました。『母さんを殺したのは、あんただ』と。あの頃から……いえ、もっとずっと前から、私は父親ではなくなったのだと理解しました」

　呟いた声が潰れそうな音で、風の中に溶けていく。

　守が雅弘に見せた、異常なまでの悪意と執着の答えが少しだけ見えた気がした。

「それでも、守さんの父親は雅弘さんだけです」

　ぽつりと零した言葉に、紗英ははっと顔を上げた。

「すみません。出過ぎたことを、言いました……」

　慌てて振り返り頭を下げた紗英の肩を、雅弘は無言で抱き寄せた。

「私とあなたの間に、出過ぎることなんてもうありませんよ」

　じんわりと落ちていく音の響きに、愛しさばかりが募っていく。

　紗英は目を閉じると、耳を傾けるようにして雅弘の胸元に頭を預けた。

「……好きの反対は、無関心」

「え？」

「以前、紗英さんが仰っていたことを、私なりにずっと考えていました」

　抱きしめる腕に、少しだけ力がかかる。

　耳元にとくりとくりと雅弘の心音が響いて、その音に身を任せていると、自分も素直になれる気がした。

「あの見合いの席で、私は守の手を完全に離してしまおうと思っていました。相容れないなら、近づくべきではないと。けれど、これはビジネスではないのだと気付くことができた。結果が出せなくても、切り捨てる必要はない。相容れない親子として、関係を続けるための方法があるのかもしれないと、そんな風に思えるようになったのは、紗英さん。あなたのおかげです」

　守にとって、雅弘という人間はどのように映っているのだろうかと、紗英は想像してみる。彼のことは彼にしかわからない。大好きな母の死、それは自分の経験と重なっていく。

　両親の死が自分のせいかもしれないと、自分自身を責めたことは何度もある。

　あの時ああしておけば良かった、こうしておけば良かったと後悔ばかりを積み重ね、紗英は人との接し方を畏れるようになった。

　最初から何もなければ、落ち込むこともがっかりすることもなくなる。

　けれど、そんな孤独から引き上げてくれた人がいた。

　話をすること、気持ちを共有すること、優しくされること、優しくしたいと思うこと。

　それを教えてくれたのは、お見合い相手の父親だった。

「雅弘さんは、素敵な人だと思います」

「あなたの前では、ひとりの男です」

「ン、ぅ……ッ……」

　海から吹く風が頬を撫で、唇に火がついた。

　重ねられた口づけはいつもより冷たくてそのくせ、体の芯を震わせるには十分な熱量をはらんでいた。

　もう、目をそむけることなんてできなかった。

　初めて会ったその時から、わかっていたのかもしれない。

　この人のことを、きっと好きになってしまうと。

「……帰りましょうか。送っていきます」

「はい……」

　大人は、ずるいと思う。

　夜を始めるのも終わらせるのも、いつだって彼だった。
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　窓の向こうには、青空が広がっている。

　太陽の光が降り注いでいても、冷たい風に首の裏がひんやりと冷えていく季節になった。

　黒のパンツスーツに身を包み会議資料の最終確認を終えた紗英に、飯倉が申し訳なさそうな顔で秘書デスクを覗き込んできた。

「沖田くん。大変申し訳ないんだけども」

　飯倉がこういう声を出す時は、大抵よくない頼み事だ。

　手元のメモとペンを横にずらし、紗英はここ一番の笑顔を浮かべた。

「なんでしょう？　スケジュールの変更は、三日前でしたら対応できますが」

「今夜のスケジュールを変更して欲しいなあって」

「無理です」

　無慈悲な紗英の返答に、飯倉はわざとらしく両手の人差し指を合わせている。

「……承知しました」

「ありがとう！　やっぱり頼りになるのは優秀な秘書だなあ」

　調子のいいことを言う飯倉に、紗英は苦笑しながらスケジュールボードを開いた。

「明日、まずも銀行の島倉様との会食予定が入っています。連絡しますね。新しい店の予約は必要ですか？」

「よろしく頼むよ。ふたり分ね」

　てきぱきとことを進める紗英に、飯倉は鼻歌交じりにデスクに戻っていく。

　馴染みの寿司屋の連絡先を用意し、紗英は次々に電話をかけていく。

　夕方八時からの予定をすべて調整し終わると、飯倉がどこから取り出したのか茶色くてつやつやのおまんじゅうがぎっしり並んだ箱を差し出した。

「疲れたでしょう。休憩にしようよ」

「お茶、いれますね」

　紗英は社長室をあとにすると、給湯室へ向かった。

　長い廊下を進み、エレベーターホールの前を横切った右手の奥が給湯室になっている。

　今は昼休みだから、誰かしらがお湯を沸かしている可能性もあるなと考えながら角を曲がろうとした、その時だった。

「沖田さん」

　振り返った先に立っていた男を目にした瞬間、紗英は悲鳴を上げそうになった。

　そこにいたのは、内海守だった。

「なんで、あなたがここに？」

　どうやって受付を突破したのかはわからないが、ここにいるということはうまくやったのだろう。

　この程度のルール違反など彼にとっては造作もないであろうことは、前回の卑劣な行為からも明らかだった。

　あからさまな不快を示す紗英に対し、守は実に落ち着いた様子だ。

「なんで警察に言わなかったんだ」

　彼が放ったのは、予想外の言葉だった。

「何が聞きたいんですか」

　意味不明な問いかけに、紗英はつんとすました顔で給湯室に入りコンロにやかんを置き火をつけた。

　苛立つ感情のままにステンレス製品をたたきつけた振動で、目の上の高さにあった棚から茶筒がぐらりと揺れて落ちて来る。

「大丈夫？」

　守は紗英にぶつかるより早く茶筒をキャッチするとそれを戻し、再び距離を取って壁際に立った。

「ありがとう……ございます」

　それは、ほんの数秒の出来事だった。

（気を、使ってくれてる……？）

　今日の守は、何かが違う。以前会った時のような攻撃性が、まるで感じられない。

　言いにくそうに視線を落とし、彼はやがて意を決したように顔を上げた。

「あんたも知ってるだろう。オレは、なんでもやる。欲しいものを手に入れるためなら、なんでもだ。必要な手はすべて打っている。特別親しい弁護士に医者のつてもあるし、金もある。だから、今まで無傷で暮らすことができた」

　それは、間違いなく悪事の告白だった。

　なぜそんなことを自分に告げるのかわからず、紗英は茶器を取り出す手を止めた。

　また何かの作戦なのだろうか。警戒する紗英の前に、守は白い紙袋を差し出した。

「これは……」

　恐る恐る受け取り中を確認すると、それはあの夜紗英が残していったバッグと荷物だった。

「集めてくれたの……？」

　驚く紗英に、守は目を伏せた。

「警察に行かなかったのも、訴えを起こさなかったのもあんたが初めてだった。教えろ。なんでそうしなかった」

　犯人であるはずの彼が問うにしては、少々違和感がある質問だ。

　彼が何を知りたがっているのかはわからなかったが、嘘をつく必要もないと紗英は向き直った。

「あなたがしたことは、許されることではありません。けど、あなたが問題を起こせば、あなたのお父様にも迷惑がかかる。そう、判断したまでです」

「取引先の大事な社長だから、守ろうとしたってわけか」

「あなたに何かあれば、内海社長はきっと悲しみます。だから、誰にも言わないと決めた。ただ、それだけです」

　紗英の言葉に、守は静かに息を吐いた。

「……悪かった」

「え……？」

　ぽつりと零れた言葉に、また何かの芝居かと一瞬身構えたが、彼の目はあの夜とはまるで違う色をしているように思える。

　言葉に詰まる紗英の前で、守はジャケットから小さな錠剤を取り出し、それを給湯室のゴミ箱にすべて放り込んだ。

「これは……単なる頭痛薬だ。けど、酒と混ぜると興奮剤のような副作用が出るって、パーティー仲間が噂してて。それで、あんたに使った。でも、ふらふらになったあんたを見て、怖くなったんだ。あそこまでするつもりはなかった。ちょっと酔わせて、困らせてやろうと思っただけなんだ。本当に、ごめん」

　守の口ぶりから、あの薬を使ったのは紗英が初めてだったのだとわかった。

　それだけで、ずいぶんと救われた気持ちになった。

「あなたは、実はそんなに悪い人じゃないのかもしれませんね」

「オレが言うのもなんだけど、沖田さんお人好しって言われない？」

「本当に、あなたが言うことじゃないわね」

　ふたりは視線を合わせると、ぎこちなく笑った。

　お人好しだと、自分でもそう思う。

　あれだけのことをされたにも関わらず警戒が薄れている。

　守は確かにわがままでどうしようもない人だけれど、本当の悪人だとは思えなかった。

「わたしも、あなたに謝らなくちゃいけないことがひとつだけあります。内海社長の会社に脅迫状が届いているのはご存知ですか？」

　脅迫状という文言に、守はきゅっと眉根を寄せた。

「ああ。オレの会社にも届いたことがあるよ」

「あれの犯人、わたしあなただと思ってた」

　紗英の言葉に、守はふっとため息のように小さな笑いを漏らした。

「なるほど。あんたには、そう思われてもしょうがない。でも、オレならあんなまどろっこしいことしないで、もっと直接的な方法を取るよ」

「お見合いをぶっつぶすとか？」

　紗英の言葉に、守はもう一度ごめんと呟いた。

「やっぱり。あなたじゃないんですね」

「……信じてもらえないかもしれないけど、誓って言う。あれはオレじゃない」

　はっきりとした言葉に、紗英は彼を信じてみたいと思った。

「犯人に、心当たりはないんですか？」

「……癪だけど、あいつは誰からも好かれるタイプの人間だ。仕事は知らないことが多いけど、あのおっさんを悪く言う人間をオレは見たことない」

　守から見た雅弘の姿は、あまりにも誠実で真っ直ぐだった。

「ただ……」

　何か考え込むように、守は口元に指先を当てた。

「何か気になることでもあるんですか？」

「いや……やっぱり、なんでもない」

　ごまかすようなその言葉が気にはなったが、深追いはやめておいた。

　せっかく素直に心を開いている人物を、揺さぶるような真似は避けたかった。

「家に、戻る気はないんですか」

　ぽろりと零すように口にした紗英の言葉に、守は顔を上げた。

　真っ直ぐに目を見つめるその瞳は、お父様によく似ていると思った。

「憎しみがないといえば、嘘になる。けど、あのおっさんにも感情があるんだってこともわかってる。わからないのは、オレが今どうするべきか……なんだ」

　想像以上にしおらしい言葉に、紗英はインスタントコーヒーの粉をマグカップに入れお湯を乱雑に注ぎ入れた。

　雑な来客用の飲み物を、守は礼を言って受け取ると入口の壁に背を預けた。

「そこまでわかっているのなら、あとは簡単ですよ」

「どうすればいい？」

「素直になる。今、わたしに告白したみたいに」

　紗英の言葉に、守は噛み殺したような笑いを零した。

「あんた、優しいな」

　その声は、恐らく初めて聞く彼の本当の声だった。

「帰るよ。コーヒー、ありがとう」

　ひどく不器用なお見合い相手の背中を見つめながら、紗英は思う。

　こんな関係をいつまでも続けていては、いけないのだ。

　せっかく親子が近づこうとしている。その時に、自分と雅弘の関係を知ったら守がどう思うか、考えただけで胸が軋む。

（これ以上、わたしは雅弘さんと一緒に居るべきじゃない……）

　冷め始めたやかんを見つめながら、紗英は少しだけ泣いた。

　雅弘を思って流す涙は、これで最後にしようと、そう思った。
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　ひのきの一枚板を贅沢に使ったカウンター席には、黒く細長い板が等間隔に並べられている。

　職人が一貫一貫目の前で握る寿司は、どれも輝くように繊細で美しい。

　透き通るような生の鯖、甘みたっぷりのほたて、脂の乗った鰤にクレームブリュレのような仕上がりのなめらかな玉子。

　居心地の良い寿司屋にさすが飯倉の馴染みの店だと雅弘はひとりごちた。

「今日、守君が来たよ」

　丁寧に仕込まれたあん肝をつつきながら、飯倉は切り出した。

　口元に運びかけていた東北の酒を置きながら、雅弘はじっと友人の顔を見つめている。

「会わなかったんだけどね。話があるからって急に訪ねて来て、通したんだけどやっぱり今度にしますって帰っちゃったんだ」

「そう、だったのか……。迷惑をかけて、すまない」

「全然。僕を、頼って来てくれたのは嬉しかったよ。ただ、沖田君がね」

　飯倉の口から、秘書の名前が出ることに疑問はなかったが、この話の流れで冷静ではいられなかった。

「受付から連絡が来た時、ちょうど彼女席を外しててね。それで戻ってきたら、目元が少し赤くなってたんだ」

　飯倉の言葉に、肩の辺りがかっと熱くなった。

「すまない」

　彼女が涙を流した原因と、自分の息子との関連性を見出すのは容易い。

　雅弘の言葉に、飯倉は落ち着いた様子で杯を傾けている。

「関連性が証明されたわけじゃないよ。でも、最近……沖田君とは親しくしてくれているんだろう？」

　曖昧に笑って見せる雅弘に、飯倉はにこにこと笑顔を向けている。

　雅弘は知っていた。彼がこういう顔をする時は、何か勝負を仕掛ける時だ。

　男の危険なサインに、雅弘は酒を口元に運んだ。

「彼女はね、とても真面目で、涙なんて見せたことがないんだ。自分の母親の葬儀でも、彼女は人前では泣かなかった」

「お母様は、いつ？」

「二年前。お父様は、彼女が中学生の時と言っていたかな。いつだったか、自分が父親代わりなんですと言っていたことがあったけれど……これほどの覚悟だったかと、恐ろしささえ感じたよ」

　飯倉の言葉に、雅弘は手元で揺れる透明な酒を見つめている。

　彼女の純真さに、凄みを感じることは何度かあった。

　紗英のような情熱に溢れ、真っ直ぐで、人に優しい人間を雅弘は他に知らない。

「きみには、最初に報告すべきだった。すまない」

　飯倉は手を前に出し、ひらひらと振った。

「いいよいいよ。別に僕は、反対しているわけじゃない。そりゃあ、予想外だったけれどね。お見合い相手の、お父さんの方とくっついちゃうなんてさ」

　飯倉の言葉には、嘘がないように思えた。

「沖田君も、きみも、僕にとっては大切な人だ。幸せになって欲しいと願っているよ。ただ」

　箸を取りながら、飯倉の目はどこか鋭い輝きを秘めている。

　その横顔には、確かな凄みを感じた。

「あんまり、意地悪しないであげてね」

　友人の言葉に、雅弘はゆっくりと杯を運ぶ。

　きりりと身が引き締まる辛口の酒は、頭の中をクリアにしてくれる。

　友人との夜は、そこからはただ楽しい時間になった。

　仕事の話をして、時折小さな愚痴を零して、笑い合う。

　自分の人生において、こういう時間だけが唯一の休息であると感じていた。

　それなのに、今この瞬間どこか上の空な自分がいることを雅弘は実感している。

　脳裏に浮かぶ彼女の笑顔に、どうして今ここにきみがいないのだろうと願ってしまう。

　食事を終え上機嫌でタクシーに乗り込む飯倉を見送り、自分も大通りで車を停めた。

（……声が、聞きたいな）

　先ほど友人から忠告を受けたばかりで、もうその顔を思い出していることに自分でも呆れた。

　スマホを取り出し、じっと暗い画面に映る自分の目を見つめる。

　そこに、奇跡が起こった。

　点灯した画面に、雅弘はためらうことなく通話ボタンを押す。

「……もしもし」

『夜分に失礼します。沖田です』

　受話器の向こうから聞こえてきたのは、今まさに望んでいた彼女の声だった。

『すみません。突然電話して』

　遠慮がちに言葉を選ぶ声を聞いただけで、口元が柔らかく綻んでいく。

「嬉しいです。こんばんは」

『こんばんは』

　こちらの声に、彼女は安心したように息を吐く。

　今どんな顔をしているのか、ありありと浮かんでくる。

　すぐ抱きしめられないのが悔しいくらいに、脳裏に蘇る彼女の表情は美しい。

「何かありましたか？」

『その。声が、聞きたくなって。ああ、すみません。やっぱり切ります』

　慌てた様子に、笑みを抑えることができない。

「待って。私も同じ気持ちです。あなたの声が聞きたいと思っていました」

　スマホを見つめてぼんやりしていた、とまでは言えなかった。

　電話の向こうで、彼女がほっと息を吐くのがわかった。

「さっきまで、飯倉と飲んでいたんです」

『やっぱり。今夜の急なスケジュール変更は、大変でした』

「あなたの手配でしたか。とても、いい店でした。今度は、一緒に行きましょう」

　ころころと弾むような笑い声を聞いていると、少しだけ自分が人間に戻ったような気がした。

　彼女は自分のことを冷凍庫だと言っていたが、雅弘はそんな風には思えなかった。

　むしろ、冷凍庫なのは自分の方であると。

　妻を亡くした時、世界の半分が消えたように思えた。息子との関係は最悪と言っていい。自分には、人と関わる才能がないのだと落ち込み、それでも日々舞い込む仕事のおかげでなんとか命を繋いでいたが、胸のどこかに空虚さを抱えて生きる感覚に何もかも諦めている自覚が芽生えた。

　人には話すための口がついていて、理解しあうために言葉がある。

　彼女に出会えなければ、そんな当たり前のことにも気づかないままだった。

　沖田紗英という人物のおかげで、雅弘は自分が人間であると思い出すことができたのだ。

『雅弘さん……あの』

　ノイズ混じりの彼女の声に、雅弘はふと顔を上げた。

　それは、彼女の癖だった。

　何か言おうとして、自分の感情を真っ先にしまい込む。

　紗英にはそういう癖があることを、雅弘は見抜いていた。

　彼女が特別わかりやすいというわけではない、むしろ、隠すのが上手なタイプの人だ。

　それでも、雅弘がそれに気づくことができたのは、自分も同じ癖があるせいだった。

　脳裏には、先ほどの友人の言葉が思い浮かぶ。

　意地悪をするつもりはないのに、大人になるとどうもはぐらかすのが上手になってしまって、歳を取るのはいいことばかりではないのだと思い知らされる。

「紗英さん」

　呼ばれた名前に、紗英はハイ、と軽やかな返事をする。

　こんな風に自分のことを呼ぶ声を、ずっと聞いていたいと思う。

「私たちの関係について、きちんと考えなければならない。私は、今そう考えています」

　スマホの向こうで、紗英が細く息を吸い込むのがわかった。

『……わたしも、同じことを考えていました』

　彼女の声に、雅弘は目を閉じ微笑んだ。

「また、連絡します。今日はもう遅い。ゆっくりと、休んで下さい」

『……はい、おやすみなさい』

「おやすみなさい」

　ぷつりと途切れた通話音に、雅弘はぼんやりと窓の外を眺める。

　タイムリミットの針が、動き出したのだ。

　勇気を出すということに、ずいぶんと臆病になってしまったと苦笑を浮かべる。

　早くこの両腕で、彼女を抱きしめたい。

　自分に、まだこんなにも熱く激しい欲望があるなんて知らなかった。

　それを教えてくれた彼女を思い浮かべながら、雅弘は真っ暗な空を見上げる。

　同じ空の下に、会いたいと思う人がいる。それはとても幸福で、同時にひどく残酷な現実だと雅弘は思った。
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　パソコンのモニターには、いくつかの女性週刊誌が表示されている。

　日付を確認しながら、紗英は過去の記事を遡った。

　五年ほど前から、マスコミもあの脅迫状を認識していたらしい。

　いくつかの記事が、雅弘の顔写真と共に彼の私生活をセンセーショナルに報じている。

　良くも悪くも目立つ外見の社長というのは、世間の好奇の目にさらされやすいのだろう。

（これだけ見ても、犯人には見当がつかない……か）

　内海が、自分との関係を整理しようとしていることを昨夜の電話で察した。

　紗英は胸の痛みよりも先に、残された時間の使い方について考えていた。

　守の証言が正しければ、彼は脅迫状を送った犯人ではない。

　雅弘がどう思っているのかわからないが、そのことだけはどうしても最後に信じてもらいたいと思った。

　守が犯人ではないと信じてもらうことが、あの親子関係の修復の手がかりになるかもしれないと紗英は考えた。

　雅弘には、たくさん助けてもらった。思い出をたくさんもらった。いただいた分を、きちんと笑顔で返したい。

　自分にできることを考えた結果、たどり着いたのが脅迫状の犯人探しだった。

　守が犯人ではないと証明するためには、真犯人に見当をつけることが一番の近道だと思えた。

　しかし、マスコミや警察がこれだけ追いかけて未だに犯人が捕まっていないのだ。

　素人である紗英が簡単に真犯人を見つけられるわけもなく、肩を落としながらマウスから手を離した。

　やはり、自分にはできることは何もないのだろうか。

　落ち込んだ気持ちのまま、まだ済ませていなかったランチのためのバインミーサンドを手に取った時、見慣れないものが足元に落ちていることに気がついた。

　それは、一通の真っ白な封筒だった。

　朝、社長室宛の郵便物を処理した時に落ちたのだろうか。

　不思議に思いながら、紗英は封筒を裏返す。

　そこに、宛名は書かれていない。

「これ……」

　猛烈な既視感に、紗英はペーパーナイフを差し込み手早く封を解いた。

　そこには、一枚の写真が同封されていた。

　森の中で、散歩をしている雅弘と紗英の写真だ。

　写真の上には、真っ赤な文字でこう記されていた。

『内海雅弘には近づくな』

　それは、警告文だった。

　あの休日を、知っている人間がいる。

　冷えていく指先が、うまく動かせない。

「ああ、良かった。いたいた。沖田君。今、ちょっといいかな？」

　ランチから戻って来た飯倉に、紗英は慌てて封筒を隠すと秘書の顔を浮かべた。

「実はね、改めてきみにお見合いの話が来たんだ」

　意外な飯倉の言葉に、紗英の表情は瞬時に曇る。

　先日あんなことがあったばかりで、飯倉がもう次の話を持ってくるとは思えない。

　つまり、飯倉が断りきれない事情がそこには横たわっているということだ。

　恐らく今度こそ、ビジネス絡みの厄介な案件なのだろう。

「すみません。わたし、お見合いは」

　今は、建前でも付き合いでもそんな気持ちにはなれなかった。

　はっきりと難色を示す紗英に、飯倉はなぜかにこにこと笑っている。

「僕もそう言ったんだけど、どうしてもってきかなくてね。会うだけでもいいから、時間を作ってくれないかな。実は、内海からの話なんだ。今回のお見合いは」

「え……？」

　目の前が真っ暗になっていく感覚に、飯倉の言葉はそれ以上もう耳には入ってこなかった。
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　雨が降っているのに傘を持っていない自分が、この世で最も惨めな生き物のように思えた。

　いつもなら職場を出る前に外の天気を確認するのだが、今日に限ってそれを怠ってしまった。

　どうせ駅までは五分とかからない。走って飛び込んで、今日は熱いシャワーを浴びて早く休もう。そう思い顔を上げた、時だった。

「危ない！」

　肘を引かれ、体が後ろに下がった。目の前を、車が横切っていく。

　それは、タクシーだった。水を跳ね上げ滑り込んできた車に、隣に立っていた婦人が乗り込んだ。

　ぼんやりしていて、そんなことにも気づけなかった。

　驚く紗英のすぐ後ろで、自分のものではないため息が響いた。

「ったく……何やってんだよ、あんたは」

「守さん？」

　腕を引いて助けてくれたのは、守だった。

　ブルーグレーの明るいスーツに紺色の傘をさした男は、怒るような呆れるような声で紗英を諌めた。

「心臓がもげるかと思った。命は大切にしてくれ……」

　零したような声に、紗英も反省した。

「ごめん、なさい……」

「大丈夫か？　顔色、最悪だけど」

　指摘された言葉に、紗英は唇を噛み締め体を強張らせた。

　いつもなら笑顔を貼り付けてスルーする技術を身に付けているにも関わらず、あからさまに警戒するその姿に守は違和感を覚えた。

「話したいことがあるんだ。時間ある？　そこのカフェでなら大丈夫かな？」

　守が示したのは、社の前にあるカフェだった。

　雨のせいでテラス席に人の姿はなく、店内も既に夕食の時間になっているせいか客の数はまばらなのが通りの反対にあるこの位置からもよく見える。

　明るい店内と他の客の目を意識した店の選択を差し引いても、今の守であれば信頼できると思った。

「わかりました」

「……ありがとう」

　守の傘に入り、紗英はカフェへと向かった。

　外から見た通り、店内はほとんど人の気配はなかった。

　守は、テーブルで待つ紗英の前にふたつのカフェオレをおくと真剣な顔で手を組んだ。

「その……ついてきてくれてありがとう。あんたに、どうしても話しておきたくて、電話じゃ、うまく言えるかわからなかったから」

「何か、あったんですか？」

　紗英の言葉に、守は息を深く吐き出すと椅子に背を預けた。

「……親父と、連絡を取った」

　突然の告白に、紗英は今日一番明るいニュースが聞けたような気がした。

「本当ですか？」

　驚く紗英に、守は照れたように笑った。

「電話でだけど。あんたのことを、改めて謝ったよ。何を言えばいいかわからなかったけど、あの人も……オレに電話しようと思っていたって言ってくれて。今度食事をすることになった」

「よかった。でも、急にどうして？」

　あれほど拒絶していた雅弘と守が、突然の和解に紗英は素直に驚いた。

「見合いの席で……あんたは言ってただろ。分かり合うために、言葉があるって。そのことを、よく考えた」

「……そう」

「あんた、優しいな。あんなことがあったのに、今オレの言葉を真剣に聞いてくれてる」

「そんなことない。ただ、あなたはお父様とお話しした方がいいと思っただけ。いつまでも、家族がそこに居るなんて保証がないことは……あなたもよくわかっているでしょう」

　紗英の言葉に、守は一瞬目を見開いた。何かを悟ったように頷き、守は笑った。

　もう、彼は大丈夫だと紗英は思った。

「それから、もうひとつ。脅迫状の件だ」

「何か、あったんですか？」

「いや……でも、ひとつ思い出したことがあって。そのことを、沖田さんに聞いてもらいたいと思って来たんだ」

　守はカップを両手で包み込むと、ゆっくりと思い出すように言葉を口にした。

「直接関係あるかは、わからない。でも、母さんが生きていた時、いやな事件があった。オレが、小学生くらいの時だったと思う。家に、手紙が届いたんだ。宛名がなくて、白くてかたい封筒だった。学校の帰りにポストに一通だけ入っていて、それを母さんに渡した。母さんは、中身を確認するとすぐにその手紙を捨てたんだ」

「ダイレクトメールだった、とか？」

「違う。母さんの様子が少し変で、オレはこっそりゴミ箱から手紙を拾って読んだんだ。難しい漢字が多くて、全部は読めなかった。けど、こう書いてあった。『あなたに愛を告げる。彼に出会う前に、僕はあなたと出会いたかった』当時は意味がわからなかったが、何かとてもよくないものを読んだって気がして、不気味でオレもすぐにそれを捨てた。それからだ。母宛に同じ封筒が届くようになったのは。子供の頃の記憶だから、確かなことは言えないけど……うちの会社に届けられたあの脅迫状の封筒、あの時母宛に来てた手紙によく似てる気がするんだ」

「それって……お母様にストーカーがついていたってこと？」

　初めて聞く情報に、紗英の顔色が変わっていく。

「父に相談しようと、ずっと思ってた。けど、あの人仕事でいつも家にいなくて。母も昔の知り合いがふざけているのよって笑ってるだけで。だから、オレも忘れてた。あの人に敵がいるのは……前のオレにとっては喜ばしいことだったから。脅迫状が来た時には気にも止めなかったが、沖田さんに脅迫状の話をされた時に思ったんだ。あの時の封筒は、もしかしたら」

「……話してくれてありがとう、守さん。わたし、もう行きます」

　紗英は立ち上がると、飲みかけのカップを返却台に置いた。

「わかった。傘、持って行けよ」

　守はそう言うと、高そうなブランドものの傘を差し出した。

　戸惑う紗英に、守は傘を持っていないんだろうと笑った。

「オレはタクシー拾うから。それに、返すものがあったらもう一回くらい会ってくれるだろうっていう下心付き」

「守さん……ありがとう。お借りします」

　多分、この人とロマンスは始まらないだろう。

　それでも、いい友人になれたらと願ってしまう。

　今の守には、そんな魅力がある気がした。

　紗英は、守の傘を手に店を飛び出した。

　雨は、叩きつけるように強くなっている。

　たとえ最後になるとしても、自分の手で最後の証拠を手渡したいと思った。

　バッグの中には、昼間受け取ったあの脅迫状が入っている。これを雅弘に渡して、終わりにしようと紗英は心に決めた。

（この時間なら、車より電車の方が早く着くかも……）

　紗英は駅に向かおうと、通りを渡るため横断歩道の前に立った。

　その時だった。歩道の真上に、大げさなくらい大きな黒い車が停車した。

　天使をかたどったエンブレムが大きく輝く外車のウインドウが、むうと低い唸りを上げて開いていく。

　窓の向こうで手を振ったのは、あの時公園で出会った清水会長だった。

「清水会長？　なぜ、ここに？」

　驚く紗英の前に運転手が下りて来て、ドアを開けてくれる。

　乗れということなのだ。

「よかったら、食事でもどうかな」

　黒一色のダークスーツに、真っ黒なシャツ、それに黄色いネクタイを合わせた男は、微笑みこそあの休日のようにおだやかだが、服装も相まって今日はより彼の本質に近い何かを感じさせた。

　体が、危険信号を放っている。この男に、従ってはいけないと。

「申し訳ありません。今日はこれから、大切な約束がありまして」

「きみの事情は、聞いていないよ」

「え、ンッ……!?」

　清水の声と共に、鼻と口元が覆われた。

　それは白いハンカチだった。微笑む運転手が、口元に布を押し当てている。

　体から力が抜け、傘が地面の上に落ちた。

　いけない。この高そうな傘は、守さんに返さなくてはならないのに。

　意思に反して、視界がぼやけて崩れていく。

（だめ、わたし……は……、雅弘さん、に……会わない、と……）

　最悪の形で、紗英は意識を手放した。
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　目を細く開くと、そこが広い部屋の中であるということがわかった。

　ぼんやりとしたオレンジ色の間接照明によって、空間の広さが認識できる。

（ろう、そく……？）

　明かりにじっと視線を向けると、照明だと思っていた明かりは細い脚のついた燭台であることがわかった。

　真っ赤な太いろうそくが、部屋の隅を照らしている。

　和室だ。一面の畳が広がる部屋に、自分の体は横たえられているらしい。

　家具らしいものは一切なく、目の前には大きな障子が見えた。

　雨はもうやんだのか、風が木々を揺らす音だけがざあざあと響いてくる。

「起きたのかな？」

　障子の前で、影がひとつ大きく揺れた。

　ひとり掛けの黒い革張りの椅子から、何者かが立ち上がった。

　とすりとすりと杖をつきながら、その影は紗英の前に立ちしゃがみこんだ。

「あな、たは……」

　震える唇で声を発すると、目の前の人影は面白いものを見たような明るい声で笑った。

「すごいなあ、もう声を出せるか。いや、やっぱり若いと違うねえ。回復力が。はは」

「清水、会長……」

　そこに居たのは、清水だった。

　灰から白へグラデーションする文様の和装をまとった男は、杖の柄で紗英の顎を引っ掛けるとそのまま叩きつけるように体を引き上げた。

　ぐらりと傾きながら、紗英は上体を起こすことができた。

　隣の部屋に続くのであろう襖に背中を預け、紗英は頭を左右に振った。

　血液の巡りによるものか、先ほどよりも視界がはっきりしてくる。

　そして、紗英は自分の身に起こっている異変を、ようやくすべて理解した。

「何、これ……」

　後ろ手に縛られた体の正面が、オレンジの光に浮かび上がる。

　そこには、見たこともない真っ赤な着物が見えた。

　いや、これは着物なんて大層なものではない。もっと頼りなく光沢を帯びた、襦袢だ。

　襟元だけが白く縁取られた真っ赤な襦袢に、紗英は着替えさせられていた。

「ああ、安心しなさい。着替えさせたのは、うちの使用人だ。僕は、自分で脱がせる時まで肌は見ないようにしているんだよ」

　優しそうな声で、清水は恐ろしい言葉を吐いている。

「わかるかな？　きみは、僕に抱かれるんだよ。これから」

　あまりに突拍子もない言葉が、紗英の警戒にさらなる炎を灯す。

「あなたに抱かれるくらいなら死んだ方がマシです」

　静かに、しかしきっぱりと言い放った言葉に、清水は弾かれたように笑い声を上げた。

「おもしろい。きみは、やはりあれのオンナなんだな」

「何、を仰ってるのか……わかりかねます……」

　意図が読めない紗英の前で、清水はゆっくりと立ち上がると背を向けた。

　障子の向こうを、風の音が通り過ぎていく。

「昔は良かった……そう思うことは、あるかな？」

　背を向けたまま、清水は杖の上に両手を乗せている。

「バブルの頃は、どんな物件でも吐いて捨てるように売れた。あの頃は、物件なんてものはトイレットペーパーと同じだった。そんな中でも、僕が特に気に入っている土地があってね。海が見える、駅前の一等地だ。いつかそこに大きなキャバレーを建てるのが僕の夢でね……けど、諦めた。なぜかわかるかい？」

　振り返ることなく問いかける清水に、紗英はいいえと答えた。

　海の見える一等地。その場所に、紗英は心当たりがあるような気がした。

「好きな女の旦那がね、その土地を欲しいと言い出したんだ。最初は渋ったけど、惚れた弱みってやつかな。僕はやつに土地を売ることにした」

「まさか、それ……」

「そう、内海雅弘だよ」

　後ろ姿の男が、杖の柄をぎゅうと強く握りしめる音が聞こえた。

　雅弘の妻に、清水会長が思いを寄せていたことなど、予想もできなかった。

「出会った時にはもう結婚していたが、僕はどうしてもあれの妻が欲しかった。とても美しい女でね。一度でいいからと懇願したこともある。この僕が、だ。それほどまでに渇望する、そういう価値のある女だった。けど、彼女は毅然とした態度で断ったよ。さっきのきみと同じようにね」

　影がゆっくりと振り返り、ほの明るい逆光で清水の表情だけは見えない。

　ただ、そこにあるのは明確な悪意だけだった。

「警告したはずだよ。あれには近づくなと。それなのに、息子にまで発破をかけて。親子の仲を取り持ったつもりか？　アバズレにしてはよくやったと褒めるべきか、余計なことをしたと叱るべきか、僕は今迷っているよ」

　狂っている。この男は、自分の欲望のためにひとつの家族を混沌に陥れたのだ。

　紗英にとって大切な人の、大切なものを、すべて。

「脅迫状を送ったのは、あなただったんですね」

　口元だけが闇に浮かび、不気味過ぎるほどに白い歯がにたりと歪んだ。

「あれには、不幸になってもらわなきゃならん。あんな男に操をたてて死んでいった女が報われないだろう。家族も、愛人も、あいつには必要ない。あいつにはもっと孤独になって、そしてひとりで死んでいってもらいたいんだ」

　誰かの孤独を、こんなにも願う人間がいる。

　その事実に、紗英は思わず声を出した。

「……かわいそうな人」

「何……？」

　目の前の男が、とても哀れに思えた。

　金も、地位も、恐らくこの世界の大抵のことを掌握できるだけの力を持ちながら、大切なものを大切にする方法を、彼は知らない。

　そのことが、ひどく悲しいと思えた。

「そんな方法でしか、愛を表現できなかったなんて。かわいそうな人だと言ったんです」

「自分の立場が、わかっていないようだね」

　清水は杖の先を紗英の胸元に差し入れ、襦袢を引きずり下ろすように突き立てた。

　崩れる胸元から白い肌が覗き、肌の上に杖がめり込んでいく。

　それでも、紗英は表情を変えなかった。

「なんのために言葉があると思っているんですか？　わかり合いたいと思うから、人は悩み苦しみ言葉を探すんです。その勇気を出せなかった人が、すべてを手に入れられるなんて思い上がらないで！」

　紗英の言葉に、清水は杖の先で紗英の体を後ろに押し込んだ。

　開かれた襖の向こうに、紗英の体が倒れ込む。

　勢いよく倒れた頬に、何か柔らかなものが触れた。

　それは、布団だった。

　大げさなくらい大きな、真っ赤な布団の上に紗英の体が倒れ込んでいる。

「言いたいことはそれだけかな。お嬢さん。それでは、地獄を見せてあげよう。きみの言う言葉の力など、無力であると思い知ってもらうために」

　清水の体が、紗英の上に覆いかぶさってくる。

「いや……！　やめて！」

　引き裂くように開かれた胸元を、冷たい風が撫でた。

　助けて欲しい。この体は、心は、もうたったひとりのものなのだから。

「雅……弘さ……ん……」

　声が届かないことなど、わかりきっている。

　それでも、心に思い描く姿はたったひとりだった。

　辛い時、困っている時、いつも彼がそばに居てくれた。

　どうして今、ここに雅弘がいないのだろう。どうしてもっと、伝えておかなかったのだろう。

　もうこの体も心も、許したい人はあなたしかいないのだと。

「雅弘さん……雅弘さん……、雅弘さん……っ！」

　助けを他者に求めたことのない紗英が、口にできる唯一の名前を叫んだ。

　剥ぎ取られた布が、ゆっくりと肩を滑っていく。

　必死に足掻く紗英は、唇を噛み締め地獄の入口で涙を流した。

　その時だった。

「お待たせしました」

　聞こえるはずのない声に、目を見開いた。

「何……ぐ、ぅ……っ！」

　清水の体が横に吹き飛び、黒い影が紗英の体を抱き上げる。

　何が起こったのかわからず体を強張らせた紗英だったが、馴染みのあるコロンの気配に、暗闇でもそれが誰なのかわかった。

「雅弘、さん……」

「遅くなって、申し訳ありません」

　優しく微笑んでくれる雅弘に、ほっと肩の力が抜けてくる。

「なぜ、ここが……」

「清水会長は、昔のことばかり考えていらっしゃるのでご存知ないかもしれませんが。最近のスマートフォンというものには、位置情報を共有する機能がついているんですよ」

　そういえば、以前雅弘と位置情報を共有したことがあった。

　設定は、あの時から変えていない。

「でも、どうして……」

　驚く紗英に、雅弘は困ったように微笑みかけた。

「守です。彼が、あなたと別れた後、タクシーを拾うために通りに出て、自分の傘が落ちているのを見つけた。それで、あなたに何かあったのかもしれないと、連絡をくれたんです」

　目の前にいる雅弘が、夢でも幻でもない理由がわかり、紗英の意識が再び薄れていく。

「眠って下さい。大丈夫、あとは私に任せて」

　雅弘の言葉にほっとして、紗英はゆっくりと意識を手放した。

　清水の声も、厳しい雅弘の視線も、もう何もかもが遠くに感じる。

　ただ、この腕の中で深く深く眠りたい。そう思った。
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　大きな窓ガラスの向こうには、夜の海が広がっていた。

　クイーンサイズのベッドの上で紗英は、崩れた赤い長襦袢をまとったままぼんやりと外を眺めている。

　目を覚ますと、知らない天井を見上げていた。

　一瞬、そこはホテルの一室かと思った。

　ベッド以外に、特徴的な家具は見当たらない。真っ暗な部屋の片隅には、スタンドタイプの照明がひとつ。壁にクローゼットがあるだけの、簡素な空間が広がっている。

　人が生活している匂いがしない。そういう部屋の中で、窓の外の景色だけがキラキラと輝いて見えた。

　体を起こすと、ふわふわと視界が揺れた。

　腕には、小さな四角形のガーゼがテープで留められていて、何かの処置済みであろうことはすぐに理解できた。

　ここがどこなのかあれから何時間経ったのか、立ち上がろうとしたその瞬間、背後から両腕が伸びて体がくらりと傾いた。

「大丈夫ですか!?」

　驚いて目を振り返ると、泣きそうな顔の雅弘と目が合った。

「雅弘さん……？」

　困惑する紗英の声に、雅弘はほうと息を吐いた。

「すみません。立ちくらみを起こしたのかと」

　つまり、心配をして支えてくれたということらしい。

「ありがとうございます。ここは？」

「私の自宅です」

　雅弘の言葉に、体の力が抜けていくのがわかった。

「大丈夫ですか？」

　体を気遣う動きに、紗英は腕を伸ばした。

　触れた手の甲に、雅弘はじっと紗英を見つめた。

「雅弘さんが、助けてくれました」

「……ええ」

　するりと撫でた腕の先にある掌を、紗英は自分の頬に押し当てた。

　あたたかな体温が、じんわりと体の中に染み込んでいく。

「守さんにも、お礼を言わないと」

　目を閉じた紗英の体を、雅弘は引き剥がした。

「守に、きみを渡したくない」

「雅弘さ……ン……ッ」

　言葉を遮るように、唇が下りてくる。

　そのぬくもりが、冷え切った体をほぐしていくのを感じた。

「私のせいで、あなたを危険に晒しました。なんとお詫びすればいいか、わからない」

　悲しげに揺れる瞳に、胸が揺さぶられる。

　別れを告げるべき相手を、こんなにも思ってしまうことは罪なのだろうか。

　企業のトップであり、取引先の重役であり、お見合い相手の父であり、そして人生を変えてくれた人に、紗英は恋をしている。

「お詫びなんて、いらない……雅弘さんが居てくれれば、わたしは明日も笑えるんです」

　押し当てるように重ねた掌が、強く指先を引き寄せた。

　体がぐらりと傾き、胸元に抱き寄せられる。

　この熱は、もう終わりにしなければならないはずのものなのに、ひどく安心してしまう。

「紗英さ……んっ」

　名前を呼ばれるのが嬉しくて、寂しくて、別れの言葉なんて欲しくなくて、紗英は唇で彼の音を塞いだ。

　一瞬体を強張らせた雅弘は、それでも優しく唇を開いていく。

「助けに来て下さって、ありがとうございます。もう、だめかと思いました」

　溢れる吐息の間で、雅弘がそっと頬に掌を押し当てた。

「二度と、私の目の届かないところへ行かないで下さい。どれだけ、心配したことか」

　新たなお見合い話を持って来た張本人が、永遠を囁く。

　本当に、大人というものはずるい生き物だ。

　今夜だけは、そのずるい大人に自分もなりたいと紗英は強く思った。

「怖かった……」

「来なさい。怖い記憶なんて、私が忘れさせてあげます」

「ん……ッ……」

　掌の熱が、布の下に滑り込んでいく。

　脚に手を添え、雅弘は紗英の体を軽く抱き上げ膝の上に横抱きにしてしまう。

「な、に……んっ……」

　不安定なバランスを支えるため腕を伸ばすと、剥がすように上体の布が引き下ろされた。

　ひんやりとした風に乗って、男の顔が近づいてくる。

　何をするのか問うより先に熱い舌先が、肌をなぞっていく。

「ンッ……！」

　冷たく閉じている胸の上をぬるりとした粘膜が撫で、柔らかな唇がそっと包み込んだ。

　あまりにも直接的な刺激に、噛んだ唇の間から堪えきれない吐息が漏れた。

「雅弘、さ……んっ、ぁ……」

　形を作るように柔く歯先で追い詰められる感触に、紗英は彼のシャツの胸元を必死に掴んだ。

「どんな風にされたいのか、仰って下さい」

　背中を支えながら後ろに下がらせない雅弘は、上目遣いで見上げながらいたずらっぽく笑った。

「いじ、わる……です……、んっ、ぅ……」

　痛くないぎりぎりの強度で、

「私は、意地悪なんですよ。ご存知なかったですか？」

　敏感な先端に歯を立てられ、背が弓のように反り返った。

　びりびりと鋭い感覚にも関わらず、それは甘いねばりとなって腰元に下りていく。

　何も知らなかったこの体は、既に雅弘の手によって作り変えられてしまったのだと自覚させられた。

「ずるい……」

　紗英は瞳の縁に雫を沿わせ、雅弘の目を見つめた。

「光栄です」

「ひ、ぅ……ッ、あ……」

　微笑みを浮かべた雅弘の手が、脚の間に伸びてくる。

　顕になった白い腿を、あたたかな指先が熱に変えていく。

　既に潤み始めた体の中心でその指先は魂の中心を探しながら、粘膜をかき分けた。

「は、ぁ……ッ……」

　胸元を吸い上げながら敏感な前を嬲られ、声を溶かしながら紗英は必死に雅弘のシャツを握りしめた。

　自分の耳にも届いてくる水音に、羞恥と困惑と安堵がこみ上げてくる。

　この腕が、自分を幸せに導いてくれると紗英はもう理解している。

「雅弘……さん……雅弘さん……」

　名前を呼ぶだけで、こんなにも胸が満たされると初めて知った。

「紗英さん……」

　優しくされることで、自分も優しくなれることを初めて知った。

「し、て……して下さい……雅弘さん、ほし……い……」

　大切な人にとっての幸せが何か考えることが、こんなにも苦しく幸福なことを初めて知った。

　切なさで胸が苦しくなるなんて経験は、もう自分の人生にはないと思っていたのに。初めてをたくさん教えてくれた人を、元居た世界に返さなくてはならない。

　隣に立つ女性が愛人だなんて言われない、彼にふさわしい幸福へ返すのだ。

「紗英さん、腕……こっち」

「あ……ッ」
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　雅弘は紗英の体を支え、向かい合わせに抱き寄せた。

　くつろげられた前から張り出す熱が、脚の内側に押し当てられる。

　小さな生き物が、紗英を求めるように静かに脈打つのを感じた。

「すみません。余裕が、持てない……」

　年上の男が縋るように眉をひそめる顔が、こんなにも愛しいものだなんて知らなかった。

「いいんです……余裕なんて、わたし、最初から……ありません……」

「紗英さん」

「んっ……」

　引き寄せた唇に唇が重なり、浮いた体に先端が触れた。

　どう動けばもっと近くにいけるのか、体がもう理解している。

　唇をつけながら紗英は、その熱をゆっくりと飲み込んだ。

「ん、んう……ッ」

　溢れる吐息を逃がすことなく、雅弘の腕が背中を抱く。

　紗英は彼の両肩に腕を回し、ゆるゆると欲棒を包んでいく。

「あ、ん……、雅弘、さ……ッ、そん、な……いきな、り……ん、ぅ……」

「言ったでしょう。もう、余裕がない……と」

「ひ、ぁ……ッ！」

　声は余裕そうなのに体ばかりが強引で、吐き出す息が触れる度に頭の中で熱が広がっていく。

　ゆっくりと擦り上げる内側の粘膜が、愛しくて悲鳴を上げた。

　絡みつく肉の欲が、あまりにも気持ちよくて汗が噴き出す。

「雅弘……さん」

　深く沈み込む熱芯に、視界がちかちかと点滅した。体は苦しくて辛いのに、どこまでも熱が愛おしい。

「……はい、なんですか？」

　首筋に唇を落とす雅弘が顔を上げ、いつもより崩れた前髪の向こうに汗がひと筋光って見えた。

　そっとひたいをつけると、肌の上が燃えるように熱くて、そこに彼が生きているのだという事実に胸がいっぱいになった。

「愛して、ます……」

　別れる相手に、こんなことを言ってはいけない。

　それでも、最初で最後の告白を紗英は言の葉に乗せた。

　彼からの新たな見合い話を受けた。そのことに触れないまま告げる、最後のあがきだ。

　歯を食いしばるような告白に、雅弘は笑みを零した。

「私も、愛していますよ。紗英さん」

　それは、ひどく残酷な優しさだった。

「ふふ……っ、あ、ン……、雅弘さんそれ……やっ……」

「どれ？」

「あっ、も……っ、そ、れ……奥、意地悪にするやつ……です」

　ぐりぐりと熱でこじ開けるようにねっとり迫る燻った芯に、紗英は笑みを浮かべながらじんわりと込み上がってくる雫を押さえきれなくなってきた。

「こう、ですか？」

　強く引き寄せられ、逃げ道を奪うようにゆっくりと追い詰めるその動きを、体の内側で感じる。

「だ……んっ、あ……、とんとん……きもち、いい……」

　自分と一番近い場所で、雅弘が深く体を沈める。

　不規則な呼吸に、熱がひと回り大きくなったような気がした。

「もっとするんですよ。気持ちのいいことを」

「んっ、んんんっ、ぅ……ッ」

　低く唸る声と共に、唇が重ねられる。

　浅くなった呼吸の向こうに、光が見えた。

「ん、んく……っ、んんぅ……」

　喉を鳴らす度に雅弘の熱が、上からも下からも流し込まれる。

　真っ白になりそうな意識の端を握っているのは、ずるい大人だ。

「いいですよ……一緒、に……」

「ふ、ぁ……ン、ンン……ッ」

　昇りつめる細い神経が、燃え上がっていく。

　重ねてひとつに混ざって溶ける。

「……ッ、く……ッ……」

　低い男の呻きと共に、体の内側が濡れていく。

　あまりにも強すぎるその刺激に、体液の流れさえ丁寧に快楽として体が受け止めていく。

（この時間が、永遠になればいいのに……）

　それは、凄まじい高揚感だった。

「紗英さん……休んで下さい。今は、深く眠って」

「は、い……」

　疲労と共に降って来た大好きな声に、紗英は目を閉じた。

　掌がそっと体を横たえた。体の内側に、まだ彼の熱の残滓を感じる。

（さよ、なら……雅弘さん……）

　動かしきれない唇が彼の名前を呼び、抵抗する間もむなしく呼吸が凪いでいく。

　多幸感と共に、紗英は意識を手放した。
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　レストランの個室には、空々しいよそ行きの空気が漂っている。

　まだ先方は到着していないが、飯倉はワインのボトルを空けすでに上機嫌になっていて、いつもなら飲みすぎですと注意しているところだが、今日ばかりはその余裕さえ紗英にはなかった。

　最後の朝、先に目を覚ました紗英は逃げるように雅弘のマンションを飛び出した。

　あれだけのことがあったのだ。大事になるかと思っていたが、清水会長の件はニュースにもなっていなければ、彼が職を辞したという話も見当たらなかった。

　清水会長の一件は、内々に処理された。マスコミや警察がこの件に関与することはなく、雅弘とそして事情を知った飯倉が対処したのだと週明けの社長室で聞かされた。

　雅弘は、飯倉にだけあの件を伝えたのだ。

　事件を公にすることを飯倉は勧めたらしいのだが、雅弘が強く止めたらしい。

　紗英の証言が必要になれば、世間の目が集まる。そうなると、今後仕事をしていく上で紗英自身が困るだろうと助言してくれたそうだ。

　飯倉はいつもの温和そうな表情を崩さず、もう大丈夫と笑っていた。

　ふたりが清水会長とどんな密約を交わしたのかはわからないが、飯倉も雅弘も企業のトップとして、時に非情な一面があるということなのだろう。

　それが、恐らく雅弘が紗英に向けてくれる最後の優しさであると、紗英は理解していた。

「緊張してるねえ」

　わざとらしいくらい明るい声をかけてくれる飯倉に、紗英ははっと顔を上げた。

「申し訳ありません。大丈夫です。十分以内にはいつも通りに戻します」

　紗英の返答に、飯倉は困ったような顔でワイングラスをテーブルに置いた。

「沖田君は仕事の時にいつも時間を正確に伝えてくれるから、とても助かっているし頼もしいと思っているよ」

　突然の評価に、紗英もまた困惑したような顔で目を伏せた。

「恐れ入ります」

　いつも通りの、会議前みたいなやり取りにため息を先に零したのは飯倉だった。

「沖田君にとっては、お見合いも仕事の一環……かな？」

　はっきりと言い当てられ、紗英は黙ったまま顔を上げた。

　飯倉の真剣な眼差しがただこちらに心配を手向けてくれているのがわかって、肩の力が少しだけ抜けていく。飯倉には、隠し事はできない。

「内海社長のお話だから、お受けしただけです。今後は、このようなお話はもうご遠慮させて下さいね」

　曖昧に笑う紗英に飯倉は、ははっと高い声を上げた。

「始まる前から次回のことを言うなんて、もう断る気まんまんだねえ」

　清々しいほどの笑い声に、紗英は腕時計にちらりと視線を落とした。

「……お相手の方、遅いですね」

　約束の時間から、もう三十分も遅刻している。

　このままでは、飯倉が二本目のワインに手をつけてしまいそうだ。

　いっそ自分も飲んでしまおうかと考える紗英の前で、飯倉はまだ楽しそうな顔で笑みを浮かべていた。

「お相手の人はね、沖田君のことをかなり気に入ってくれている様子だったから、きっとおしゃれに時間がかかっているんだよ」

「どんなにおしゃれな方がいらしても、わたしの返事は変わりません」

　飯倉のおかげで、逆に気持ちがすっきりとした。

　結局、誰も誰かの代わりになれるわけがないのだ。

　この胸に宿る思いに目を向け、ただ静かにひとりで生きていく。

　今日のお見合いも明日から自分が自分でいるための第一歩なのだと、改めて自覚してみれば背筋が伸びるような気持ちになった。

「沖田君のそういうしっかりと芯が通っているところ、すごく評価してるよ。でも」

　飯倉は、不敵な笑みを浮かべた。

「逃れたくても逃れられない、そういうものがこの世界にはあるものだよ。人はそれを、運命なんて言葉で表現したりするけれど。運命を自らの手でつかみにいく、そういうタイプの人間が少なからずいることを、僕は知ってるんだ」

　ワイングラスを再び手にした飯倉は、何かとても含みのある言葉を口にしている。

　その真意がわからず、紗英は首を傾げた。

「飯倉社長？　それは、どういう……」

「遅れてすみません」

　声が、聞こえた。

　個室の扉を開けて入って来たのは、紗英も顔を知る男だった。

「守さん？」

　そこに居たのは、内海守だった。

　あの夜、紗英の異変に真っ先に気づき、助けてくれたうちのひとり。そして、かつての最悪のお見合い相手の姿だった。

「やあ、守くん。こっちこっち。やっと付き合ってくれる人が来てくれて嬉しいよ」

「沖田さん、お酒飲んでないの？」

「緊張しちゃってるみたいでね。仕事だから炭酸水って聞かないんだ」

「じゃあ、オレは付き合いますよ。社長何飲んでるの？」

　飯倉は、守と親しげに話をしている。

「あの、今日のお見合いの相手って」

　驚く紗英に誤解を察知したのか、守は椅子に腰を下ろすと首を横に振った。

「違う違う、オレは付き添いだよ。社長、まだ沖田さんに話してないの？」

　守の言葉に、飯倉はにこにことワインを飲んでいる。

「お楽しみは最後に取っておくタイプなんだ」

　お見合いの話を受けたということは、飯倉はすべてを把握しているということだ。

　断るつもりで最初から詳細を求めなかったのは紗英だが、こんな風に隠されると気になってしまう。

　守とのお見合いのやり直しではないのであれば、相手というのは一体。

　そこまで考え、紗英は視線をテーブルの下の指先に落とした。

（……誰が相手でも関係ない）

　そつなくこなして、笑顔で終わらせる。

　今日は、そういう場なのだ。

　紗英にとってこれが、最後の雅弘への優しさ。

「お待たせしました」

　声と共に、黒のスーツに深い真紅のシャツと同系統の赤いタイを締めた男性がやって来る。

　内側に来たジレにはチェーンが飾られており、正装というよりも夜のデートに来たかのような気合いの入った姿に紗英はぽかんと口を開いてしまう。

　その人の顔には、見覚えがあったのだ。

　いや、見覚えなんてものではない。今最も会いたくて、会うことを諦めた人。内海雅弘が、そこに立っていた。

「これは一体……今日は、内海社長の紹介でお見合いなんじゃ」

　驚く紗英に飯倉は、グラスを置いた。

「だから、沖田君と内海雅弘のお見合いだよ」

　ニマっと笑った飯倉の言葉に、頭の中で情報が束ねられていく。

　運命を自らの手でつかみにいく、そういうタイプの人間が少なからずいると飯倉は言った。

　それが、雅弘のことだったなんて。

　まだぼんやりとしている紗英と視線を合わせた雅弘は、困ったような顔で微笑みかけてくれる。

　いつもと同じ照れ隠しみたいな表情に、我慢していた涙がこみ上がってくるのを感じた。

「以前、清水会長にあなたのことを『愛人』と呼ばせてしまったことに、私は責任を感じていました。私がふらふらといつまでも迷っていては、あなたの迷惑になるのだと」

　雅弘はそう言ってジャケットの内ポケットから小さな青い箱を取り出すと、紗英の足元に膝をつきその蓋をそっと開いた。

「私たちの関係について、きちんと考えなければならない。以前そう言ったことを覚えていますか？」

「は、い……」

　それは、関係の精算であると思っていたのに。

「守と話をしました。あなたに想いを伝えるためには、父として男として、息子と話をしなければならなかった。私たちが親子に戻ることができた、そのきっかけを下さったのもあなただ。あなたの優しさと人柄に私は惹かれたんです。紗英さんがもう一度、私に恋をする勇気を下さいました。他の誰にも、あなたを渡したくない。今日はそのことを、告げに来ました」

　あたたかな言葉に、頬を涙が伝っていく。

　隣でじっと見守っていた守が、ピュウと高い口笛を吹いた。

「沖田紗英さん。私と、生涯を共にしていただけませんか？」

　お見合いとはこういうものだっただろうか。

　大好きな人が、最高に素敵な格好で、最高に嬉しい言葉を伝えてくれる。

　両の瞳からはとめどなく涙が溢れ落ち、声にならない声の代わりに紗英は大きく頷いた。

　これは、最悪のお見合いだと紗英は思う。逃げられない、最悪のお見合い。逃げる必要のない、最高のプロポーズ。

　胸を満たすひどくあたたかな感情を愛と呼ぶことを、紗英は改めて雅弘によって気付かされたのだった。
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